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こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
大
学
生
な
ど
若
者
の
困
難
な
就
職
活
動
に
際
し
て
、
そ
の
真
価
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
若
者
は
リ
ア
ル
な
労
働
の
実
態
を
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
実
際
の
労
働
に
は
光
と
影

が
あ
り
ま
す
。
影
の
部
分
を
も
照
射
し
な
け
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
膨
ら
ん
だ
若
者
の
夢
を
打
ち
破
る
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
が
２
０
１
２
年
度
と
今
年
度
上
半
期
に
か
け
て
高
校
生
や
大
学
生
な
ど

お
よ
そ
２
、５
０
０
人
に
対
し
て
実
施
し
て
来
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
係
る
第

一
線
の
研
究
者
が
分
析
、
報
告
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
若
者
の
働
く
事
へ
の
意
識
、
労
働
法
規
や
社
会
保
険

の
認
知
度
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
経
験
か
ら
浮
か
び
上
が
る
課
題
は
何
か
、
就
職
活
動
中

の
学
生
は
も
と
よ
り
そ
の
保
護
者
、
さ
ら
に
支
援
す
る
大
学
な
ど
教
育
関
係
者
や
行
政
機
関
に
と
っ
て
も
、

有
効
な
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

日　

時　
　

２
０
１
３
年
9
月
14
日
︵
土
︶
14
時
～
17
時

会　

場　
　

同
志
社
大
学
新
町
学
舎　

臨
光
館　

３
０
１
号

費　

用　
　

５
０
０
円
（
学
生
は
無
料
、
但
し
学
生
証
を
提
示
し
て
下
さ
い
）

主　

催　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

協　

力　
　

京
都
府
商
工
労
働
観
光
部　

労
政
・
人
材
育
成
課

第
１
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

開
場
：
13
時
30
分

　

テ
ー
マ　
　
「
半
身
就
活
」
で
行
こ
う
！　

折
れ
な
い
心
を
つ
く
る
労
働
関
連
法
教
育

　

報
告
①　
　
「
日
本
企
業
で
の
働
き
方
︱
職
場
ル
ー
ル
か
ら
の
考
察
」

　
　
　
　
　
　

寺
井　

基
博
（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
准
教
授
）

　

報
告
②　
　

 「
無
防
備
な
就
活
／
不
充
分
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
︱
い
ま
す
ぐ
大
学
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
（
２
、５
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
か
ら
課
題
を
提
起
）

　
　
　
　
　
　

筒
井　

美
紀
（
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授
）

　

報
告
③　
　
「
若
者
に
な
ぜ
、
労
働
関
連
法
教
育
が
問
わ
れ
る
の
か
」

　
　
　
　
　
　

関
根　

文
美
、
木
村　

千
代
子
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

司
会
進
行　

笹
尾　

達
朗
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
常
務
理
事
）

第
２
部　

意
見
交
換
会
︵
名
刺
交
換
会
︶　

18
時
～
20
時　
︵
開
場
：
17
時
30
分
︶

　

会　

場　
　

フ
レ
ン
チ
・
レ
ス
ト
ラ
ン　
「
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
・
ウ
イ
ル
」

　
　
　
　
　
　

上
京
区
烏
丸
今
出
川
上
ル
「
同
志
社
大
学
寒
梅
館
７
階
」
０
７
５
ー
２
５
１
ー
０
２
０
０

　

参
加
費　
　

５
、０
０
０
円

　

定　

員　
　

70
名

9
月
14
日
（
土
）
14
時
、

　同
志
社
大
学
新
町
学
舎
に
集
合
し
よ
う
！
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第
8
回
総
会
の
報
告
と
２
０
１
３
年
度
の
活
動
方
針

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
理
事
長　

澤　

井　
　

勝

　

２
０
１
３
年
5
月
19
日
（
日
）
午
後
1
時

か
ら
、
京
都
市
上
京
区
荒
神
口
の
鴨
川
畔
に

あ
る
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
く
に
荘
」
で
、
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
の
第
8
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

１
．
２
０
１
２
年
度
の
活
動
報
告

（
１
）
労
働
関
連
法
教
育
事
業

　

①
「
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
出

前
授
業
」
は
、
京
都
府
労
政
・
人
材
育
成
課

の
協
力
を
得
て
、
京
都
勤
労
者
学
園
（
ラ

ボ
ー
ル
学
園
）
と
提
携
し
て
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
高
校
で
9
校
、
受
講
生
は

６
９
４
名
。
大
学
生
は
7
か
所
、
８
２
６
名

を
対
象
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
の
社
会
保
険
労
務
士
の
参
加
も
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

②
「
労
働
法
関
連
教
育
」
の
う
ち
、ラ
ボ
ー

ル
学
園
に
お
い
て
、「
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
」

の
主
催
で
二
つ
の
労
働
法
関
連
講
座
を
開
き

ま
し
た
。
一
つ
は「
転
職
・
退
職
セ
ミ
ナ
ー
」

で
、
全
三
回
、
延
べ
46
名
の
参
加
者
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
、「
女
性
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、

全
三
回
、
延
べ
31
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　

③
京
都
テ
ル
サ
『
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
』
で
の
「
女
性
の
た
め
の
労
働
基
礎
セ

ミ
ナ
ー
」
を
主
宰
し
ま
し
た
。
女
性
の
社
労

士
を
講
師
に
20
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
延

べ
96
人
の
参
加
者
を
得
ま
し
た
。

　

④
京
都
府
北
部
地
域
で
あ
る
舞
鶴
（
21

名
）、
丹
後
大
宮
（
28
名
）、
口
丹
波
（
52
名
）

で
労
働
関
連
法
普
及
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

（
２
）
連
続
セ
ミ
ナ
ー
と
新
春
交
流
会

　

①
秋
季
連
続
セ
ミ
ナ
ー
は
10
月
13
日
に
は

「
労
働
者
保
護
立
法
の
検
証
―
―
派
遣
や
有

期
雇
用
規
制
を
問
う
」
を
主
題
に
、
中
島
光

孝
弁
護
士
（
大
阪
弁
護
士
会
）、
11
月
17
日

に
は
「
パ
ー
ト
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
を

め
ぐ
る
歴
史
と
課
題
」
の
テ
ー
マ
で
川
崎
航

史
郎
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
、
12
月
8
日
に

は
「
雇
用
と
福
祉
の
連
携
は
ど
こ
ま
で
進
ん

だ
か
」
で
五
石
敬
路
大
阪
市
立
大
学
教
授
、

に
お
願
い
し
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

②
春
季
連
続
セ
ミ
ナ
ー
は
3
月
23
日
に

「
社
会
保
障
制
度
を
支
え
る
公
務
員
の
や
る

気
を
引
き
出
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
太
田

肇
同
志
社
大
学
政
策
学
部
教
授
、
4
月
6
日

に
「
若
者
に
と
っ
て
の
年
金
制
度
の
在
り
方

を
考
え
る
」
を
柴
田
悠
同
志
社
大
学
政
策
学

部
任
期
付
准
教
授
、
4
月
20
日
に
は
「
成
熟

社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
：
お
金
の
分

配
と
雇
用
の
視
点
か
ら
」
を
小
野
善
康
大
阪

大
学
社
会
経
済
研
究
所
教
授
、
に
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

③
1
月
26
日
の
２
０
１
３
年
新
春
交
流

会
で
は
、「
座
談
会　

過
労
死
・
過
労
自
殺
、

ア
ス
ベ
ス
ト
、
胆
管
癌
と
企
業
責
任
の
所

在
」
を
行
い
ま
し
た
。
問
題
提
起
は
古
谷
杉

郎
全
国
労
働
安
全
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
事
務

局
長
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
若
林
三
奈
龍
谷

大
学
法
学
部
教
授
（
民
法
）
で
し
た
。

　

④
5
月
19
日
の
第
8
回
総
会
に
合
わ
せ

て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
に
よ
る
精
神
疾
患
を
職
場
か

ら
だ
さ
な
い
た
め
に
」
を
１
３
０
名
の
参
加

で
開
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
山
本
賀
則
寺

内
製
作
所
社
長
、
木
本
憲
雄
大
阪
地
域
合
同

労
組
委
員
長
、
池
田
悦
子
富
山
県
社
会
保
険

労
務
士
会
会
長
、
大
杉
光
子
弁
護
士
で
、
司

会
は
笹
尾
達
朗
常
務
理
事
。
具
体
的
な
ケ
ー

ス
を
中
心
と
し
た
意
見
交
換
と
な
り
ま
し

た
。

（
３
）
そ
の
他

　

豊
中
市
の
労
働
問
題
関
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
支
援
事
業
な
ど
を
行
い
、
ま
た
労
働

相
談
活
動
は
、
京
都
府
の
「
非
正
規
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
の
相
談
活
動
を
担
い
、
本
法
人
の

社
会
保
険
労
務
士
5
人
で
毎
週
土
曜
日
に
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
1
日
平
均
で
7
件
の
電

話
相
談
と
直
接
の
来
所
相
談
が
あ
り
、
最
近

は
い
じ
め
や
精
神
疾
患
に
係
わ
る
相
談
が
増

え
、「
自
己
都
合
退
職
」
の
強
要
な
ど
の
事

例
も
増
加
の
傾
向
で
す
。

２
．
２
０
１
３
年
度
活
動
方
針

（
１
）
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の

流
れ
は
、
世
界
経
済
の
不
安
定
性
の
深
化
を

伴
い
な
が
ら
、
日
本
の
労
働
環
境
を
強
く
規

定
し
続
け
て
い
ま
す
。
非
正
規
労
働
者
、
生

活
困
難
層
、
若
者
、
女
性
の
働
き
難
さ
と
生

活
不
安
。
そ
れ
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
に
み

ら
れ
る
正
規
労
働
者
の
大
規
模
リ
ス
ト
ラ
。

加
え
て
、
安
倍
政
権
の
成
立
以
来
、「
規
制

改
革
」
が
「
一
丁
目
一
番
地
」
と
主
張
さ
れ
、

新
た
な
産
業
競
争
力
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま

え
た
労
働
分
野
の
規
制
緩
和
が
検
討
さ
れ
て
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い
ま
す
。「
雇
用
調
整
助
成
金
」
の
大
幅
削

減
な
ど
「
失
業
な
き
労
働
移
動
」
を
掲
げ
た

「
産
業
構
造
の
転
換
に
対
応
で
き
る
雇
用
政

策
」
に
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
雇
用
保
障
（
失
業
者
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
形
成
支
援
事
業
の
実
現
や
そ
の
間
の
生

活
保
障
な
ど
）
が
な
い
ま
ま
の
「
解
雇
の
金

銭
解
決
」
の
本
格
的
導
入
、
ジ
ョ
ブ
型
・
地

域
限
定
型
正
規
社
員
の
拡
大
、
裁
量
労
働
制

（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
）

の
導
入
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
２
０
１
４
年
の
春
季
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を

通
じ
て
問
題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

（
２
）
労
働
関
連
法
普
及
事
業
の
展
開

　

①
ラ
ボ
ー
ル
学
園
と
連
携
し
た
「
出
前
授

業
」
を
引
き
続
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

第
8
回
総
会
以
降
で
、
す
で
に
来
年
1
月

ま
で
、
17
件
の
授
業
計
画
が
あ
り
ま
す
。
高

校
が
6
校
（
京
都
府
立
、大
阪
府
立
、私
立
）、

大
学
が
3
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
機

関
や
研
究
者
へ
の
働
き
か
け
で
、
こ
の
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

②
ラ
ボ
ー
ル
学
園
を
会
場
に
し
た
社
会
人

対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
。

　

前
年
度
も
行
っ
た
「
転
職
・
再
就
職
準
備

セ
ミ
ナ
ー
」
は
全
2
回
、「
女
性
労
働
セ
ミ

ナ
ー
」
も
全
2
回
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
ラ

ボ
ー
ル
学
園
を
支
え
る
労
働
組
合
に
「
労
働

教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
の
企
画
・
開
催
を
呼
び
か

け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
ち
ら
し
を
作
成

し
、
関
連
個
所
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
「
若
者
が
雇
用
に
つ
ま
づ
か
な
い
た
め
に

第
6
弾
」
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
“「
半

身
就
活
」
で
行
こ
う
！
”
を
9
月
14
日
（
土
）

に
開
き
ま
す
。
本
誌
本
号
の
掲
載
広
告
を
参

照
。

（
３
）
新
た
に
二
つ
の
新
し
い
企
画
を
提
案

し
ま
す
。

　

一
つ
は
、
憲
法
第
13
条
（
個
人
の
尊
重
と

幸
福
追
求
権
の
尊
重
）
に
基
づ
く
労
働
者
の

人
格
権
な
ど
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
、
人
権

研
修
会
の
出
前
授
業
の
開
催
の
よ
び
か
け
。

　

も
う
一
つ
は
、
中
小
企
業
経
営
者
に
向
け

た
、
人
事
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の
よ

び
か
け
。
そ
れ
は
労
働
者
の
福
祉
に
つ
い
て

大
き
な
関
心
を
持
ち
、
従
業
員
を
大
事
に
す

る
企
業
が
評
価
さ
れ
、
業
績
に
つ
な
が
る
と

い
う
視
点
か
ら
。

３
．
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

①
２
０
１
３
年
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

社
会
保
険
の
適
用
と
給
付
は
、
働
き
方
や

雇
用
の
形
態
に
と
ら
わ
れ
ず
、
必
要
と
し
て

い
る
人
に
す
べ
て
行
き
渡
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
視
点
か
ら
、「
雇
用
形

態
の
多
様
化
と
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
か

た
」
に
つ
い
て
組
み
立
て
ま
す
。

　

②
２
０
１
４
年
春
季
セ
ミ
ナ
ー

　

自
公
政
権
下
で
進
め
ら
れ
る
労
働
分
野
で

の
「
規
制
緩
和
」
な
ど
の
法
改
正
の
方
向
に

つ
い
て
、検
討
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
準
備
し
ま
す
。

　

③
２
０
１
４
年
新
春
交
流
会
と
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

人
と
人
の
良
好
な
関
係
を
ど
う
つ
な
い
で

い
く
か
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
と
し

て
考
え
ま
す
。

４
．
相
談
活
動

　

京
都
府
の
「
非
正
規
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
事

業
を
引
き
続
き
受
託
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

事
業
は
本
年
度
、
相
談
員
の
研
修
事
業
を
行

い
、
相
談
に
訪
れ
た
労
働
者
、
お
よ
び
京
都

テ
ル
サ
で
求
職
活
動
中
の
労
働
者
へ
の
労
働

法
や
社
会
保
険
の
基
礎
知
識
習
得
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
や
い
や
が
ら
せ
な
ど
パ
ワ

ハ
ラ
が
、
企
業
の
事
業
経
営
の
安
定
を
脅
か

す
と
い
う
視
点
、
ま
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
労
働
者
の
人
権
と
生
活
保
障
の
観
点
か

ら
、
電
話
相
談
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
、

当
法
人
以
外
に
も
呼
び
掛
け
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
検
討
し

て
い
る
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
へ
の
移
行
に

向
け
て
、
寄
付
金
を
積
極
的
に
募
集
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
読

者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
当
会
活
動
へ
の
賛
同
者
寄
付
金

１
０
０
人
が
必
要
で
す
。
是
非
、
３
０
０
０

円
以
上
の
寄
付
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
1
回
「
転
職
・
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」

日　

時
：�

9
月
2
日
（
月
）
18
時
30
分
～
20
時

30
分

テ
ー
マ
：�「
雇
用
環
境
の
変
化
と
あ
な
た
の
転
職

理
由
」

　
　
　
　

―�

様
々
な
雇
用
形
態
の
拡
が
り
と
労

働
契
約
の
前
に
注
意
し
た
い
こ
と

　
　
　
　

―�

求
人
票
の
読
み
方
と
労
働
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
先
な
ど
の
紹
介

受
講
対
象
：�

い
ま
転
職
を
考
え
て
い
な
が
ら
雇

用
リ
ス
ク
を
避
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
方

受
講
会
場
：
ラ
ボ
ー
ル
学
園

第
1
回
「
女
性
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」

日　

時
：�

9
月
6
日
（
金
）　

18
時
30
分
～
20
時

30
分

テ
ー
マ
：�「
様
々
な
働
き
方
の
拡
が
り
と
女
性
の

雇
用
環
境
の
変
化
」

　
　
　
　

―�

様
々
な
雇
用
形
態
と
社
会
保
険
の

適
用
や
１
３
０
万
円
・
１
０
３
万

円
の
壁

　
　
　
　

―�

い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
セ
ク
ハ
ラ

に
よ
る
精
神
疾
患
と
労
災
保
険
の

請
求

受
講
対
象
：�

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
し
て
い
る
又

は
生
活
と
仕
事
の
両
立
に
悩
ん
で

い
る
女
性

受
講
会
場
：
ラ
ボ
ー
ル
学
園

お
問
合
せ
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
０
７
５
―
３
５
２
―
２
６
４
０
（
笹
尾
）

社
会
人
対
象
の
労
働
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内



2 0 1 3 年  夏号

4



あったか情報

5

２
０
１
3
年
秋
季
連
続
セ
ミ
ナ
ー

主
催

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

第
１
回
　

�「
様
々
な
働
き
方
の
拡
大
と
社
会
保
障
に
求

め
ら
れ
る
課
題
」

第
３
回

「
年
金
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
機
能
を
考
え
る
」

日
時　

�

11
月
8
日
（
金
）
午
後
６
時
15
分
～

８
時
15
分

講
師　

高
瀬
高
明
（
共
同
通
信
論
説
委
員
）

　

被
用
者
年
金
一
元
化
法
が
成
立
し
、
平
成

27
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
公
務
員
な
ど
の

共
済
年
金
を
厚
生
年
金
に
統
合
す
る
こ
と
に

は
な
っ
た
も
の
の
年
金
の
記
録
管
理
、
保
険

「
様
々
な
働
き
方
の
拡
が
り
と

　
　
　所
得
の
再
分
配
を
考
え
る
」

　

貧
困
と
格
差
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
勤
労
者
・
市
民
に
よ
る
草

の
根
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
で
年
金
な
ど
社
会
保
険
や
税
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
機
能
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
①
業
務
委
託
契
約
な
ど
様
々
な
働
き
方
が
拡
大
し
、
社
会
保
険
か
ら
排
除

さ
れ
る
若
者
の
問
題
、②
国
民
総
背
番
号
制
度
に
よ
っ
て
、低
所
得
者
か
ら
も
取
り
っ

ぱ
ぐ
れ
の
な
い
税
の
徴
収
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
税
制
上
の
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

　

特
に
新
自
由
主
義
の
経
済
思
想
に
よ
る
１
％
の
富
者
と
99
％
の
貧
者
と
い
う
格
差

社
会
の
到
来
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
べ
く
、
社
会
保
険
と
税
に
よ
る
所
得
の
再
分

配
機
能
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

•••••••••••••••

•••••••••••••••

第
２
回

「
税
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
機
能
を
考
え
る
」

日
時　

�

10
月
25
日
（
金
）
午
後
６
時
15
分
～
８

時
15
分

講
師　

木
村　

守
（
税
理
士
）

　
「
高
所
得
者
か
ら
税
を
た
く
さ
ん
徴
収
し
て
、

そ
れ
を
貧
し
い
者
に
与
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う

議
論
は
、「
言
う
は
容
易
い
が
、
行
う
の
は
難
し

い
」
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
国
の
高
所
得
者
と

低
所
得
者
の
分
布
や
税
負
担
の
現
状
か
ら
日
本

人
の
税
金
に
対
す
る
意
識
や
こ
れ
か
ら
の
税
法

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

�

10
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
15
分

～
８
時
15
分

講
師　

�

脇
田　

滋
（
龍
谷
大
学
法
学
部
教
授
）

　

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
、
賃
金
デ
フ
レ

が
進
行
し
、
生
活
保
護
水
準
に
も
満
た
な
い

低
賃
金
構
造
と
他
方
に
お
け
る
正
社
員
の

長
時
間
労
働
や
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど

企
業
社
会
の
陰
の
部
分
が
社
会
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら

こ
の
国
の
社
会
保
障
制
度
の
条
件
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

料
徴
収
、
年
金
給
付
は
従
来
の
ま
ま
で
す
。

さ
ら
に
第
１
号
・
第
３
号
被
保
険
者
な
ど
国

民
年
金
と
の
一
元
化
に
よ
る
非
正
規
労
働
者

の
被
用
者
年
金
へ
の
適
用
拡
大
な
ど
年
金
制

度
の
課
題
は
い
ま
だ
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

申
込
方
法
：�

当
法
人
へ
電
話
又
は
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み

下
さ
い
。

会　
　

場
：
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館



2 0 1 3 年  夏号

6

２
０
１
３
年
度
「
労
働
関
連
法
教
育
」
の
展
開
に
向
け
て

編

　集

　部

　

当
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
公
益

社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園
と
共
催
し
て

様
々
な
労
働
関
連
法
教
育
事
業
の
実
施
を
決

定
し
、
展
開
し
て
い
ま
す
。
雇
用
環
境
の
改

善
が
見
込
め
な
い
現
状
に
大
学
生
な
ど
の
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
へ
の
関
心
は
高
く
、
ま
た
一
旦

就
職
し
た
も
の
の
様
々
な
事
情
か
ら
退
職
、

転
職
す
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
労
働
者
自
ら
が
雇
用
に
対
す
る
リ
ス
ク

管
理
が
で
き
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

こ
と
を
主
眼
に
お
い
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
企

画
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
は
概
ね

以
下
３
つ
に
大
別
し
た
教
育
・
研
修
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
読
者
の

皆
さ
ん
に
は
ご
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
尚
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

１
、�

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
就
労
体
験
を
持
た

な
い
若
者
に
対
す
る
教
育
・
研
修
活
動

　

本
年
度
は
既
に
鳥
羽
高
校
定
時
制
高
校
を

皮
切
り
に
実
際
の
ア
ル
バ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス

を
材
題
に
使
っ
て
、「
労
働
契
約
と
は
何
か
」

な
ど
求
人
票
や
労
働
条
件
通
知
書
、
給
与
明

細
書
の
役
割
に
つ
い
て
寸
劇
を
交
え
て
授
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
大
阪
府
立
牧
野
高
校
か
ら
は
、
高

校
３
年
生
を
対
象
に
人
権
学
習
の
一
環
と
し

て
出
前
授
業
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
新
聞

紙
面
を
教
材
に
使
用
し
、
現
在
の
労
働
問
題

を
労
働
者
の
人
権
や
人
格
権
と
い
う
視
点
か

ら
照
射
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
京
都
府
内
の
私
立
聖
カ
タ
リ
ナ
高

校
、
滋
賀
県
彦
根
市
に
あ
る
聖
泉
大
学
、
名

古
屋
経
済
大
学
で
は
、
様
々
な
働
き
方
を
横

軸
に
と
り
、
雇
用
期
間
や
労
働
社
会
保
険
、

法
定
外
福
利
厚
生
項
目
を
縦
軸
に
と
り
、
そ

の
適
用
の
有
無
な
ど
多
面
的
な
考
察
を
試
み

る
出
前
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
志
社
大
学
、
龍
谷
大
学
、
佛
教
大

学
で
は
、
新
聞
紙
面
で
紹
介
さ
れ
た｢

ユ
ニ

ク
ロ
的
な
働
き
方｣

を
題
材
に
学
生
自
身
が

主
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
時
間
を

取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
試
み
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
資
本
主
義
の
発
展
が
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
、
近
代
国
家
の
論
理

が
資
本
の
論
理
と
衝
突
す
る
、
そ
の
結
果
と

し
て
労
働
者
に
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
能
力
や

働
き
方
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
国

特
有
の
雇
用
慣
行
（
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇

用
慣
行
）
と
重
な
っ
て
過
労
死
や
過
労
自
殺

と
い
う
悲
劇
を
生
み
出
す
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
２
０
１
３
年
度
上
半
期
「
出
前
授

業
」
の
総
決
算
と
し
て
来
た
る
9
月
14
日

（
土
）
に
、｢

若
者
が
雇
用
に
つ
ま
ず
か
な
い

た
め
に｣

第
６
弾
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
半

身
就
活
で
行
こ
う
！
折
れ
な
い
心
を
つ
く
る

労
働
関
連
法
教
育
」
と
題
し
、
学
生
と
そ
の

保
護
者
、
さ
ら
に
は
就
職
支
援
を
行
う
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
々
に
も
参
加
し

て
頂
く
企
画
を
立
て
ま
し
た
。
特
に
今
回
は

出
前
授
業
開
催
の
前
に
高
校
生
や
大
学
生
な

ど
を
対
象
に
働
く
事
へ
の
意
識
や
法
的
な
認

知
度
を
把
握
す
る
目
的
で
当
法
人
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
２
５
０
０
名
の
デ
ー

タ
ー
を
分
析
・
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
こ
の
報
告
は
今
後
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
是
非
関
係
者
の

方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

２
、�

退
職
や
転
職
を
考
え
て
い
る
労
働
者
を

対
象
に
し
た
教
育
・
研
修
活
動

　

い
ま
働
き
盛
り
の
労
働
者
や
入
社
し
て
間

も
な
い
若
者
を
含
め
転
職
や
退
職
を
考
え
て

い
る
潜
在
的
な
労
働
者
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
特
に
女
性
の
場
合
は
、妊
娠
、

出
産
、
育
児
な
ど
に
よ
っ
て
退
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
、
或
い
は
近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る

い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
セ
ク
ハ
ラ
に
よ
っ
て

意
図
し
な
い
退
職
を
す
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
で
は
社
会
保
険
を
含
め
た
社
会
保

障
が
充
実
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
か
つ
転

職
を
重
ね
て
ス
キ
ル
を
高
め
賃
金
が
上
昇
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
雇
用
慣
行
が
現
に

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
現
実
に
は
離
職
後
の
生
活
保
障

や
そ
の
後
の
職
業
生
活
な
ど
生
活
設
計
を
立

て
な
い
ま
ま
退
職
の
道
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
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が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
再
就
職
活
動
が
容
易

な
労
働
力
の
「
売
り
手
市
場
」
で
あ
る
な
ら

ば
と
も
か
く
、
い
ま
や｢

労
働
力
の
買
い
手

市
場
」
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
は
、
少

な
く
と
も
現
行
の
雇
用
保
険
や
労
災
保
険
、

さ
ら
に
適
用
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
基
礎
的
な
給
付
内
容
を

知
っ
て
上
手
に
活
用
し
て
次
の
職
業
生
活
へ

の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

特
に
雇
用
保
険
の
財
源
を
使
っ
た
職
業
訓

練
や
求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て
も
利
用
で

き
る
幅
は
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、
女
性
労
働
セ
ミ
ナ
ー

と
転
職
・
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
全
二
回
に

亘
っ
て
内
容
を
異
に
し
な
が
ら
一
貫
性
を
堅

持
し
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
退
職
準
備
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
60
歳
前
の
労
働
者
を
対

象
に
老
齢
年
金
と
賃
金
と
の
関
係
を
中
心
に

人
生
の
後
半
期
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
と
し
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
と
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
利
用
下
さ
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

３
、�

労
働
組
合
の
役
員
や
就
労
支
援
団
体
の

支
援
員
、
並
び
に
そ
こ
に
集
ま
る
人
た

ち
を
対
象
に
し
た
教
育
・
研
修
活
動

へ
の
お
手
伝
い

　

｢

知
は
力
な
り｣

と
言
い
ま
す
。
今
あ
る

雇
用
や
労
働
に
関
す
る
身
近
な
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
人
間
と
し

て
の
誇
り
を
取
り
戻
し
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ

う
な
機
会
を
設
定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
す
！

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

労
働
組
合
の
役
員
の
皆
様
へ

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
、
欧

米
の
何
れ
の
国
も
労
働
組
合
の
組
織
率
は
低

下
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
労
働
協
約
の
適
用

範
囲
や
拡
張
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
と
り
わ
け
企
業
別
労
働
組
合
が
支

配
的
な
わ
が
国
で
は
、
会
社
と
労
働
者
の
利

益
が
一
致
し
が
ち
で
す
。
事
業
危
機
が
深
ま

れ
ば
労
働
協
約
は
反
故
に
さ
れ
が
ち
で
す
。

労
働
基
準
法
と
労
働
契
約
、
就
業
規
則
、
労

働
契
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
法
的
な
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

他
方
で
会
社
に
と
っ
て
も
、
事
業
の
発
展

や
労
働
生
産
性
の
向
上
、
万
が
一
の
会
社
の

事
業
危
機
に
際
し
て
の
労
働
組
合
は
、
も
は

や
消
極
的
な
存
在
で
は
な
く
、
積
極
的
な
存

在
と
し
て
機
能
し
ま
す
。
会
社
の
事
業
の
拡

張
、
再
編
、
再
生
に
は
労
動
組
合
の
歴
史
を

見
据
え
た
理
性
と
新
し
い
時
代
へ
の
感
性
が

問
わ
れ
、
総
じ
て
労
働
組
合
の
知
性
に
よ
っ

て
会
社
の
浮
沈
が
決
ま
る
と
い
っ
て
差
し
支

え
な
い
で
し
ょ
う
。
労
働
組
合
の
役
員
の
世

代
交
代
が
進
み
、
い
ま
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
な

ど
労
働
三
権
を
諳
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

労
組
役
員
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
労
働
組
合

の
存
在
は
産
業
民
主
主
義
の
確
立
に
と
っ
て

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
そ
の
よ
う
な

職
場
に
お
け
る
民
主
主
義
の
確
立
、
労
働
分

野
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
に
向
け
た

お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

就
労
支
援
を
進
め
て
い
る
団
体
の
皆
様
へ

　

近
年
、
生
活
保
護
世
帯
が
増
加
し
、
そ
れ

に
か
か
る
費
用
の
削
減
が
政
府
に
よ
っ
て
意

図
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

提
携
し
て
生
活
保
護
世
帯
の
就
労
支
援
を
始

め
て
は
い
ま
す
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
の
背

景
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
国
の
雇
用

環
境
が
悪
化
し
、
働
き
た
く
て
も
働
く
場
所

が
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
採
用
に
あ

た
っ
て
、
も
は
や
企
業
に
は
時
間
を
か
け
て

労
働
者
を
育
て
る
気
風
が
存
在
し
な
く
な
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
仮
に

働
き
場
所
が
見
つ
か
っ
て
も
す
ぐ
に
離
職
す

る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
背
景

に
は
、
産
業
構
造
の
転
換
、
就
業
構
造
の
変

化
を
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

長
年
モ
ノ
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
来
た
人
に
、

介
護
な
ど
人
に
関
わ
る
仕
事
へ
の
転
換
を
勧

め
て
も
人
は
容
易
に
新
し
い
仕
事
に
馴
染
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
勿
論
、
生
来
の
得
手

不
得
手
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
企

業
は
も
ち
ろ
ん
労
働
者
側
に
も
働
く
事
に
伴

う
契
約
意
識
を
持
っ
て
、
労
働
契
約
に
関
わ

る
基
礎
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

や
就
労
先
を
紹
介
し
て
支
援
が
終
わ
る
時
代

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
当
該
労
働
者
が
そ

の
職
場
に
馴
染
ん
で
定
着
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
を
気
に
か
け
る
就
労
支
援
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法
な
ど
労
使
の

関
係
を
律
す
る
法
律
、
ま
た
万
が
一
離
職
す

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
役
立
つ
労
働
・
社

会
保
険
、
職
場
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
な
ど

に
よ
っ
て
労
働
者
と
会
社
と
の
間
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
際
の
紛
争
解
決
制
度
に
つ
い

て
、
会
社
や
労
働
組
合
の
み
な
ら
ず
就
労
支

援
団
体
に
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
と
雇

用
と
い
う
縦
割
り
行
政
を
克
服
し
、
両
者
が

一
体
と
な
っ
て
互
い
の
立
場
の
違
い
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
来

ま
す
。

　

そ
こ
で
労
働
教
育
の
立
場
か
ら
就
労
支
援

を
進
め
て
い
る
団
体
、
そ
の
支
援
対
象
者
に

向
け
た
学
習
機
会
を
準
備
し
ま
せ
ん
か
。
そ

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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余
儀
な
く
さ
れ
た
中
小
企
業
も
多
い
の
が
現

実
で
す
。
社
労
士
業
を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
お
仕
事
を
始
め
ら
れ

た
頃
と
今
と
で
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り

ま
す
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

社
労
士
を
“
業
”
と
し
て
23
年
に
な
り
ま

す
。
開
業
し
た
平
成
３
年
頃
は
今
の
よ
う
な

知
名
度
も
な
く
、
具
体
的
な
業
務
の
内
容
を

企
業
や
個
人
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
府
社
労
士
会
の
開
業
者
は
９
６
９
名

そ
の
う
ち
女
性
は
80
名
で
し
た
。
現
在
は

２
、１
０
０
名
、
女
性
の
割
合
も
多
く
な
っ

誌
上
イ
ン
タ
ビ
ュー

「
社
労
士
は
先
生
で
は
な
く
て
、

　
　サ
ー
ビ
ス
業
!!
は
私
の
口
ぐ
せ
」
と
語
る

社
会
保
険
労
務
士
・
後
藤
田
慶
子 

さ
ん
に
聞
く

　

今
回
は
大
阪
府
社
会
保
険
労
務
士
会
に
所
属
す
る
後
藤
田
慶
子
さ
ん
に
登
場
し
て

頂
き
ま
し
た
。
社
労
士
の
仕
事
が｢

好
き
だ｣
と
い
う
彼
女
に
、
社
労
士
業
の
魅
力

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
今
日
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
お
話
し
を
お
う

か
が
い
ま
し
た
。

編
集
部

　

い
ま
の
社
労
士
の
仕
事
を
始
め
て
ど
の

く
ら
い
の
年
数
が
経
ち
ま
し
た
か
。
こ
こ
20

年
の
間
に
国
内
製
造
業
が
衰
退
し
、
廃
業
を

編
集
部

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
・
社
会
環
境
の

変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
労
士
と
し
て
今
日

ま
で
オ
フ
ィ
ス
後
藤
田
を
維
持
さ
れ
、
発
展

さ
れ
て
来
ま
し
た
。
開
業
社
労
士
と
し
て
生

き
な
が
ら
え
る
た
め
の
何
か
秘
訣
は
あ
り
ま

す
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

特
に
な
い
で
す
ね
。
幸
い
会
社
や
個
人
か

ら
の
お
声
が
か
か
り
仕
事
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
。

　

景
気
が
悪
く
な
る
と
、
会
社
の
倒
産
、
解

雇
な
ど
に
よ
る
事
務
手
続
き
が
発
生
し
、
景

気
が
良
く
な
る
と
、
求
人
や
採
用
等
の
手
続

が
多
く
な
り
業
務
量
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に

あ
り
ま
し
た
。

　

労
働
や
社
会
保
険
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た

て
い
ま
す
。

　
「
新
米
で
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
頑
張
り

ま
す
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
「
何
も
わ
か
ら
な

い
人
は
い
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
２
件
目
の

顧
問
先
社
長
。「
社
労
士
の
新
米
で
す
が
新
し

い
法
律
知
識
は
大
丈
夫
で
す
」
と
言
い
直
し

た
事
が
今
で
も
財
産
で
す
。
そ
し
て
、
今
も

顧
問
料
を
頂
戴
し
て
い
る
社
長
に
感
謝
で
す
。

　

大
阪
生
ま
れ
、
大
阪
育
ち
、
女
性
も
も
っ

と
社
会
で
働
き
た
い
、
も
っ
と
大
勢
の
人
に

お
会
い
し
た
い
…
…
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
先

生
で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス
業
は
口
ぐ
せ
で
す
ね
。

　

こ
こ
数
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

に
よ
る
会
社
で
働
く
人
の
権
利
意
識
が
変

わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
経
営
者
と
し
て

は
賃
金
の
昇
給
が
ま
ま
な
ら
ず
、
働
く
た
め

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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り
、
改
正
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
一
般
の
皆
様

に
伝
え
る
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
業
務
も
多
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
介
護
保
険
制
度
が
で
き
た

当
時
に
商
工
会
、
商
工
会
議
所
か
ら
声
が
か

か
り
20
ヶ
所
で
セ
ミ
ナ
ー
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
受
講
者
か
ら
の
質
問
も
あ
り
介
護

保
険
の
利
用
や
保
険
料
等
に
つ
い
て
自
信
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
社

労
士
試
験
の
受
験
講
座
の
講
師
の
仕
事
も
10

年
ほ
ど
し
て
い
ま
し
た
。自
分
が
法
律
を
し
っ

か
り
理
解
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

受
講
者
に
伝
え
る
か
よ
い
経
験
で
し
た
。

　

受
験
講
座
の
講
師
は
通
常
一
回
で
合
格
し

た
人
が
な
る
の
で
す
が
、
三
回
目
で
合
格
し

た
私
に
は
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
人
の
気
持
ち
が

よ
く
理
解
で
き
、
き
め
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
フ
ァ
ン
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
よ
。

受
講
生
か
ら
関
与
先
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く

事
も
あ
り
ま
し
た
。

編
集
部

　

社
労
士
の
仕
事
は
社
会
保
険
労
務
士
法
第

１
条
の
目
的
条
文
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
一

つ
は
労
働
・
社
会
保
険
の
円
滑
な
実
施
と
、

二
つ
目
に
は
事
業
の
健
全
な
発
達
と
労
働
者

等
の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
後
藤
田
の
主
な
お

仕
事
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

仕
事
の
内
容
は
関
与
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

会
社
の
従
業
員
の
書
類
作
成
や
提
出
、手
続
、

も
ち
ろ
ん
年
度
更
新
や
算
定
届
等
年
に
一
度

の
手
続
も
あ
り
ま
す
。
給
与
計
算
、
賞
与
計

算
、
年
末
調
整
な
ど
の
業
務
も
あ
り
ま
す
。

　

労
働
基
準
監
督
署
や
年
金
事
務
所
等
の
調

査
に
対
し
て
も
事
業
主
と
共
に
立
ち
会
い
ま
す
。

　

就
業
規
則
の
作
成
や
法
律
改
正
に
伴
う
変

更
も
あ
り
ま
す
。
会
社
で
働
く
人
に
就
業
規

則
の
説
明
を
す
る
と
き
は
と
て
も
楽
し
い
時

間
で
す
。

　

金
融
機
関
の
関
与
先
も
あ
り
年
金
相
談
や

年
金
セ
ミ
ナ
ー
の
業
務
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
等
の
団
体
で
定
期
的
に
労
働

関
連
の
法
律
に
つ
い
て
講
師
も
し
て
い
ま

す
。

編
集
部

　

後
藤
田
さ
ん
は
、
常
々
「
社
労
士
の
仕
事

が
好
き
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
あ
な
た
の
仕
事
の
成
果
が
見
え
て
、
顧

問
先
の
経
営
者
（
使
用
者
）
に
喜
ば
れ
る
か

ら
好
き
な
の
で
す
か
。
社
労
士
の
仕
事
を
し

て
い
て
良
か
っ
た
と
い
う
実
感
は
ど
こ
か
ら

生
ま
れ
て
来
る
の
で
す
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

そ
う
で
す
ね
。
新
し
い
こ
と
を
知
る
喜
び

で
し
ょ
う
。
学
ぶ
こ
と
は
よ
く
生
き
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
れ
か
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
！
精
一
杯
頑

張
っ
て
ダ
メ
だ
っ
た
ら
そ
の
時
に
考
え
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
良
か
っ
た
と
い
う
実
感

は
、
社
労
士
が
関
与
す
る
法
律
を
勉
強
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
お
仕
事
に
な
り
、
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
で
相
手
が
納
得
し
相
手
が

そ
れ
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　

あ
り
が
と
う
と
共
に
報
酬
が
得
ら
れ
る
の

で
す
か
ら
…
…
。

　

社
長
へ
の
対
応
や
グ
チ
を
聴
く
の
も
仕
事

の
う
ち
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
社
で
働
く
人
の
現
場
を
見
せ
て
頂
く
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
働
く
人
が
製
品
や
仕

事
内
容
を
一
生
懸
命
話
さ
れ
る
時
間
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

編
集
部

　

と
い
う
こ
と
は
、
社
労
士
の
仕
事
は
顧
問

先
の
経
営
者
と
社
労
士
と
の
関
係
に
と
ど
ま

ら
ず
も
っ
と
広
い
社
会
的
な
関
係
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ど
の

よ
う
な
社
会
関
係
の
拡
が
り
を
意
識
し
て
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
等
で
の
公
的
機
関

で
社
会
保
険
の
仕
組
み
、
書
類
作
成
、
給
与

計
算
等
の
講
座
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
講

師
は
資
格
を
取
り
立
て
の
社
労
士
２
～
３
人

と
組
ん
で
経
験
を
積
ん
で
頂
く
現
場
に
し
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
た
く
さ
ん
の
社
労
士
さ

ん
に
現
場
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

大
阪
会
で
年
金
担
当
だ
っ
た
時
は
社
労
士

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
年
金
コ
メ
ン
テ
ィ
タ
ー
と
し

て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
も
出
演
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
新
聞
記
者
や
弁
護
士
会
の
研
修
で

年
金
の
基
礎
を
お
話
し
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
今
で
も
年
金
の
仕
組
み
や
、

社
会
保
険
労
働
保
険
の
仕
組
み
に
つ
い
て
素

人
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
セ
ミ
ナ
ー
は
大
好

き
で
す
。

編
集
部

　

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
の
時
代
と
は

異
な
っ
て
、
既
に
日
本
は
欧
米
同
様
に
「
成

熟
社
会
」
に
あ
り
ま
す
。
社
労
士
業
も
市
場

の
拡
大
が
容
易
い
時
代
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
順
風
満
帆
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。



2 0 1 3 年  夏号

10

事
実
、
安
倍
内
閣
は｢

雇
用
調
整
助
成
金｣

な
ど
雇
用
の
維
持
か
ら｢

職
業
訓
練｣

｢

職

業
教
育｣
な
ど
雇
用
の
流
動
化
に
軸
足
を
移

し
て
い
ま
す
。
社
労
士
と
し
て
事
業
主
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
変
化
せ
ざ
る
得
な
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

む
つ
か
し
い
質
問
で
す
ね
。
現
に
実
施
さ

れ
て
い
る
職
業
訓
練
、
職
業
教
育
は
資
格
取

得
に
片
寄
っ
て
い
る
の
で
は
…
…
と
思
っ
て
い

ま
す
。
世
の
中
で
働
く
意
識
が
大
切
で
す
ね
。

編
集
部

　

事
実
、
国
家
試
験
に
合
格
し
て
毎
年
、
開

業
社
労
士
を
目
指
す
方
々
が
老
若
男
女
を
問

わ
ず
増
え
て
い
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

が
嫌
に
な
っ
た
、
専
業
主
婦
業
で
は
物
足
り

な
い
そ
の
よ
う
な
動
機
付
け
だ
け
で
は
、
試

験
に
合
格
し
て
も
社
労
士
の
仕
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
精
々
、
社
労
士
会
か
ら
紹
介
さ
れ
た

厚
生
労
働
省
関
係
の
行
政
機
関
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
で
す
。
新
人
社
労
士
に
向
け
て
、
何
か

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
て
も
実
際
に
乗
ら

な
け
れ
ば
安
全
運
転
は
で
き
な
い
の
と
同
じ

よ
う
に
、
社
労
士
の
試
験
に
合
格
し
た
だ
け

で
“
業
”
が
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
格
を
と
っ
て
か
ら
が
仕
事
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
で
す
。

　

今
ま
で
の
経
験
と
い
う
財
産
を
ど
の
よ
う

に
お
客
様
に
役
立
て
る
か
が
大
切
で
す
。
経

験
を
積
む
為
に
行
政
機
関
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

も
１
～
２
年
な
ら
い
い
の
で
は
…
…
と
思
い

ま
す
。

編
集
部

　

こ
の
よ
う
な
本
来
の
専
門
士
業
と
し
て
の

職
域
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
境
界
線
が
曖

昧
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
倫
理
上
の
課
題

も
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。「
で
き
る
仕
事

な
ら
何
で
も
あ
り
だ
！
」
と
い
う
風
潮
が
心

配
で
す
。
社
労
士
と
し
て
の
誇
り
を
お
持
ち

の
後
藤
田
さ
ん
の
琴
線
に
触
れ
る
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

私
た
ち
社
労
士
が
関
与
す
る
法
律
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
（
助
言
）
が
業
務
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
（
指
導
・
診
断
）
で

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部

　

平
成
13
年
に
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解

決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
労
使
の
当
事
者
が
自
主
的
な

解
決
を
図
る
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、
他
方
で

こ
の
よ
う
な
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
際
し
て
地
域

ユ
ニ
オ
ン
に
駆
け
込
ん
だ
労
働
者
と
使
用
者

と
の
団
体
交
渉
の
席
に
社
労
士
が
出
席
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
社
労
士

の
職
域
拡
大
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
社
労
士
全
体
か
ら

見
る
と
職
域
拡
大
と
評
価
で
き
ま
す
が
、
大

事
な
の
は
関
与
先
の
お
客
様
が
そ
う
い
っ
た

法
律
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
頃
か

ら
し
っ
か
り
と
労
務
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

編
集
部

　

こ
れ
か
ら
の
社
労
士
は
、
個
別
労
働
関
係

の
ト
ラ
ブ
ル
よ
り
も
労
働
者
と
使
用
者
と
の

労
働
契
約
の
締
結
か
ら
雇
用
の
終
了
ま
で
の

全
過
程
に
お
け
る
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防

止
、
そ
し
て
何
よ
り
も
使
用
者
へ
の
新
し
い

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
の
労
働

生
産
性
の
向
上
に
貢
献
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

【
後
藤
田
さ
ん
】

　

社
労
士
は
会
社
に
関
与
す
る
士
業
の
中
で

も
っ
と
も
会
社
と
従
業
員
と
の
関
わ
り
合
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
で
す
。た
だ
、

会
社
に
も
そ
れ
ぞ
れ
会
社
に
あ
っ
た
状
態
が

あ
り
ま
す
。
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
は
そ

れ
を
踏
ま
え
た
上
で
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
全

て
の
会
社
に
画
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
逆
に
お
か
し
な
事
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
新
米
の
社
労
士
さ
ん
は
特
に
注
意
し

て
欲
し
い
で
す
ね
。

オフィス後藤田の全景
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社
会
保
険
労
務
士
の
臼
田
一
彦
で
す
。
こ

の
４
月
よ
り
、
龍
谷
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
の
修
士
課
程
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、『
あ
っ
た
か
情
報
』
昨
年

夏
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
龍
谷
大
学
大
学
院
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
記
事
で
し

た
。あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と
龍
谷
大
学
は
、「
地

域
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
大
学
に

毎
年
度
社
会
人
１
名
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
昨
秋
、
澤
井
理
事
長
か
ら
推
薦

を
い
た
だ
き
、
研
究
計
画
書
に
基
づ
い
た
面

接
の
結
果
、
晴
れ
て
入
学
が
叶
い
ま
し
た
。

　

大
学
が
協
定
先
の
社
会
人
を
大
学
院
生
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地

方
行
政
研
究
コ
ー
ス
」
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス

は
、
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活
躍
す
る
地
域
公

共
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
①
研
究
科
横
断
の
コ
ー
ス
で

あ
り
、
②
学
部
卒
業
生
・
社
会
人
が
と
も
に

学
ぶ
、
③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
等
で
働
く
人
が
と

も
に
学
ぶ
環
境
に
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
研
究
科
横
断
の
コ
ー
ス
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
法
学

研
究
科
ま
た
は
政
策
研
究
科
に
在
籍
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
開
講
科
目
は

法
学
、
政
策
学
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
学
、

経
営
学
、
社
会
学
の
科
目
も
一
部
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
社
会
科
学
系
の
研
究
科
が
連
携

し
、
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
様
な
視
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

社
会
法
関
連
で
あ
れ
ば
、
労
働
法
や
社
会

保
障
法
だ
け
で
は
な
く
、
比
較
社
会
政
策
論

や
労
働
経
済
論
な
ど
の
科
目
を
履
修
し
、
研

究
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
専
門
分

野
を
超
え
て
様
々
な
方
と
交
流
で
き
る
こ
と

も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

次
に
、
学
部
卒
業
生
・
社
会
人
が
と
も
に

学
ぶ
環
境
に
つ
い
て
で
す
。
社
会
人
は
現
場

で
の
実
践
的
な
課
題
を
具
体
的
に
解
決
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
学
部
卒
業
生
は
、
学
部

で
の
継
続
か
ら
論
理
的
あ
る
い
は
理
想
的
に

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。
そ
の
ぶ

つ
か
り
合
い
が
、
新
し
い
も
の
を
生
み
だ
す

可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

コ
ー
ス
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
の
内
訳

は
、
学
部
卒
業
生
が
５
名
、
留
学
生
が
２
名
、

社
会
人
が
13
名
で
す
。
研
究
、
指
導
の
中
心

的
な
科
目
で
あ
る
特
別
演
習
で
は
、
各
ク
ラ

ス
が
２
名
の
教
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
学

部
卒
業
生
、
留
学
生
、
社
会
人
と
い
う
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
等
で
働
く
人
が

と
も
に
学
ぶ
環
境
に
つ
い
て
で
す
。
社
会
人

の
所
属
は
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
団
体
、
議
会

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
問
題
解
決
に
当
た
っ

て
は
、
相
互
に
得
意
な
分
野
を
活
か
し
、
補

完
し
合
う
関
係
が
構
築
さ
れ
、
新
た
な
人
脈

も
広
が
り
ま
す
。

　

授
業
を
受
け
て
い
る
の
は
大
学
院
生
だ
け

で
は
な
く
、
科
目
等
履
修
に
よ
っ
て
「
地
域

公
共
政
策
士
」
の
資
格
取
得
を
め
ざ
し
て
い

る
社
会
人
も
い
ま
す
。
こ
の
資
格
は
、
京
都

発
の
地
域
資
格
で
、
地
域
公
共
政
策
の
担
い

手
と
し
て
（
財
）
地
域
公
共
人
材
開
発
機
構

に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
コ
ー
ス
で
学
ぶ
協
定
先
の
社

会
人
は
「
オ
ン
ジ
ョ
ブ
型
・
１
年
制
」
を
選

択
し
て
入
学
し
ま
す
。
仕
事
を
続
け
な
が
ら

大
学
院
で
研
究
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
労
務
士
で
あ
れ
ば
、
顧
問
先
か

ら
の
相
談
・
指
導
の
業
務
等
を
研
究
対
象
と

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
科
目
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
就
業
し
な
が
ら
業

務
内
容
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
そ
れ
を
研
究
評
価
の
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
社
会
法
（
労
働
法
、
社

会
保
障
法
）
で
、「
副
業
を
め
ぐ
る
労
働
法

上
の
諸
問
題
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま

す
。
研
究
の
過
程
を
通
し
て
実
務
上
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
方
策

を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
週
３
日
、
お
も
に
夕
方
か
ら
大
学

の
授
業
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
仕
事

と
の
両
立
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学

生
生
活
も
３
か
月
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
頭
と

体
も
な
じ
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
で
学
ぶ
者
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
、
協
働
型
社
会
の
担
い
手
と
し
て
の
実

践
的
・
実
務
的
な
能
力
、
世
代
・
職
業
分
野

を
超
え
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

地
域
社
会
の
力
を
引
き
出
す
分
析
・
提
言
能

力
を
備
え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
能

力
を
卒
業
後
の
活
動
に
活
か
し
て
行
く
こ
と

で
す
。
来
春
に
は
、
研
究
の
成
果
を
ご
報
告

で
き
る
よ
う
、
残
さ
れ
た
期
間
を
有
意
義
に

過
ご
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
龍
谷
大
学
大
学
院
で
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

社
会
保
険
労
務
士　

臼

　田

　一

　彦

２
０
１
４
年
度
龍
谷
大
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
方
行
政
研
究
コ
ー
ス
の
案
内
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労
働
と
社
会
保
障
の
専
門
家
集
団
と
し
て
、

　
　
　

地
域
公
共
人
材
の
育
成
に
向
け
て
！

２
０
１
２
年
度
法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
常
務
理
事　

笹　

尾　

達　

朗

１
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
自
己
紹
介

　

私
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
仕
事
や
暮
ら

し
に
関
わ
る
情
報
発
信
、教
育
・
相
談
活
動
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
対

外
的
に
は
労
働
と
社
会
保
障
に
係
る
専
門
家

集
団
と
し
て
位
置
づ
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
労
働
相
談
、
労
働
教
育
、

就
労
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

２
．
龍
谷
大
学
と
の
関
係

　

龍
谷
大
学
の
職
員
で
あ
り
か
つ
当
法
人
の

会
員
の
方
か
ら
の
ご
案
内
を
頂
き
、
龍
谷
大

学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
方
行
政
研
究
コ
ー
ス
の
存
在
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
度

か
ら
3
カ
年
の
連
携
協
定
を
締
結
し
、
来
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
既
に
臼
田
社
会
保
険
労
務
士
が
法
学

研
究
科
に
席
を
置
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
来

年
度
に
つ
い
て
も
新
し
い
社
労
士
を
紹
介

し
、
学
ば
せ
た
い
と
計
画
し
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
併
せ
て
当
法
人
の
事
務

所
は
下
京
区
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
理
的
に

も
龍
谷
大
学
に
は
便
利
で
あ
り
、
今
後
と
も

地
域
の
公
共
人
材
の
育
成
に
向
け
て
十
分
に

連
携
の
余
地
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大

学
と
地
方
行
政
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
、

共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
協
働
を
通
じ
、
そ

の
中
か
ら
新
し
い
公
共
を
担
う
若
き
人
材
の

育
成
が
計
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
共
助
の
立
場
か
ら
街
づ
く
り

に
向
け
た
大
学
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
同
行
動
が

取
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
．
私
自
身
に
と
っ
て
の
連
携
メ
リ
ッ
ト

　

私
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
常
務
理
事
と
し
て
身

を
置
き
な
が
ら
、
一
方
で
龍
谷
大
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ

地
方
行
政
コ
ー
ス
に
在
籍
す
る
こ
と
で
法
学

研
究
科
と
政
策
学
研
究
科
に
お
い
て
も
学
ぶ

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
前
者
の
課
程
で

は
、
私
が
日
常
業
務
で
関
わ
る
機
会
の
あ
る

課
題
つ
ま
り
精
神
障
害
や
自
殺
に
係
る
労
災

申
請
な
ど
日
常
業
務
に
直
結
し
た
研
究
が
で

き
ま
し
た
。
後
者
の
課
程
で
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

技
法
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
お
陰

様
で
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
依
頼
の
あ
っ

た
小
規
模
事
業
所
の
従
業
員
を
対
象
に
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
会
社
の
労
働
者
の
意

見
を
反
映
し
た
就
業
規
則
の
改
定
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
連
携
メ
リ
ッ
ト

　

私
た
ち
法
人
で
は
、
季
刊
・
会
報
「
あ
っ

た
か
情
報
」
を
定
期
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ

の
誌
面
に
は
毎
回
「
誌
上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

の
企
画
が
あ
り
ま
す
が
、
龍
谷
大
学
の
先
生

方
と
お
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
秋
に
は
政
策
学
研
究
科
の
冨
野
暉
一
郎
先

生
に
登
場
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
春
秋
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
企
画
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し

て
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨

年
度
は
法
学
研
究
科
の
川
崎
航
史
郎
先
生
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
秋
に
は
同

じ
く
法
学
研
究
科
の
脇
田
滋
先
生
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
の
1
月
に
は
、
龍
谷
大
学
の
教

室
を
お
借
り
し
て
「
過
労
死
・
過
労
自
殺
、

ア
ス
ベ
ス
ト
、
胆
管
ガ
ン
と
企
業
責
任
」
と

題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
法
学
部
の
若
林
三
奈
先
生
に
民
法
学
の

立
場
か
ら
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。

　

更
に
本
年
度
に
い
た
っ
て
は
、
政
策
学
部
の

石
田
徹
先
生
の
教
室
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

　

去
る
7
月
24
日
龍
谷
大
学
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
方
行
政
研
究
コ
ー
ス
の
次
年
度
説
明
会
を
含
め
た
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
法

学
研
究
科
及
び
政
策
学
研
究
科
で
1
年
間
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
席
上
、
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
発
言
し
た
内
容
を
こ
こ
に

紹
介
し
ま
す
。
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と
し
て
当
法
人
の
二
人
の
女
性
社
会
保
険
労

務
士
が
招
か
れ
、
就
活
に
不
安
の
あ
る
3
回

生
を
対
象
に
大
学
に
来
た｢

求
人
票
の
裏
読

み｣

を
伝
授
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

５
．
今
後
の
課
題

①�

労
働
の
現
実
を
リ
ア
ル
か
つ
社
会
科
学
的

に
考
察
す
る
た
め
に

　

私
た
ち
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
常
に
実

践
的
な
課
題
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

い
ま
職
場
や
社
会
で
生
じ
て
い
る
客
観
的
事

実
を
就
職
活
動
な
ど
で
悩
む
龍
谷
大
学
の
若

き
学
徒
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
昨
今
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
対
す

る
学
生
の
警
戒
心
が
強
い
の
で
す
が
、
そ
れ

は
実
の
と
こ
ろ
入
社
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
求
人
票
な
ど
を
手
が

か
り
に
し
て
何
ら
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
は
提
供
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

現
実
の
労
働
に
は
、
光
と
影
が
存
在
し
ま

す
。
以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｘ
」
と
い
う
番
組
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の

番
組
は
労
働
の
光
の
部
分
を
照
射
し
ま
し

た
。
確
か
に
仕
事
に
夢
や
希
望
を
馳
せ
る
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
日
々
の
仕
事
の
現
実
か

ら
労
働
の
リ
ア
ル
な
影
の
部
分
を
照
射
す
る

作
業
も
不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
文
科
省
が
進
め
て
来
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

は
そ
の
光
の
部
分
だ
け
を
取
り
上
げ
て
学
生

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
施
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
若
者
が
思
い
浮
か
べ
る
願
望
と

リ
ア
ル
な
現
実
の
労
働
と
の
乖
離
、
そ
れ
が

若
者
の
早
期
離
職
に
繫
が
っ
て
い
る
一
因
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
に
は
社
会
科
学
研
究
所
が
存
在
し
ま

す
。
日
本
的
雇
用
慣
行
が
揺
ら
い
で
い
る
だ

け
に
、
わ
が
国
の
労
働
問
題
は
そ
の
深
刻
さ

の
度
合
い
を
深
め
て
い
ま
す
。
人
を
育
て
る

企
業
が
減
少
し
、
逆
に
人
を
排
除
し
て
い
る

企
業
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
労
働
の
あ
り
様

に
つ
い
て
リ
ア
ル
に
か
つ
社
会
科
学
的
に

考
察
す
る
機
会
を
提
供
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
社
会
保
険
労
務
士
は
、
中
小
零
細
企
業

の
事
業
主
に
対
し
て
の
人
事
労
務
管
理
上
の

相
談
役
で
あ
り
、
労
働
・
社
会
保
険
の
実
務

家
で
す
。
我
々
の
専
門
知
識
と
経
験
が
就
活

に
悩
ん
で
い
る
龍
谷
学
生
に
お
役
立
て
頂
け

れ
ば
願
っ
て
も
な
い
喜
び
で
す
。
是
非
、
活

用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②�

体
験
さ
せ
た
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
ア

ル
バ
イ
ト
の
違
い

　

更
に
私
た
ち
の
よ
う
な
活
動
の
経
験
は
、

大
学
に
加
え
地
方
自
治
体
、
と
り
わ
け
教
育

委
員
会
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
大
学
の
み
な
ら
ず
義
務

教
育
機
関
に
お
い
て
も
実
施
、
推
進
さ
れ
る

昨
今
で
す
が
、
案
外
見
落
と
さ
れ
て
い
る
の

が
ア
ル
バ
イ
ト
と
の
違
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
企
業
に
と
っ
て
は
基
本
的
に
迷

惑
で
す
。
し
か
し
無
料
の
労
働
力
と
し
て
使

え
る
な
ら
ば
歓
迎
し
ま
す
し
、
従
業
員
も
や

さ
し
く
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
ア
ル
バ
イ
ト
と
な
る
と
賃
金
を
支
払
う

訳
で
す
か
ら
自
ず
と
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
は

厳
し
く
接
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
違
い
の
体
験
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
教

育
行
政
機
関
に
と
っ
て
も
従
来
の
学
力
の
向

上
以
外
の
教
育
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
若
者
に
労
働
契
約
に
始
ま
る
雇
用
関

係
と
労
働
の
現
実
を
教
え
る
こ
と
は
、
学
業

を
終
え
て
社
会
人
と
し
て
羽
ば
た
く
際
に
大

切
な
生
き
た
教
育
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③�

街
づ
く
り
の
発
想
に
欲
し
い
社
会
的
就
労

の
場
づ
く
り

�

更
に
共
助
の
立
場
か
ら
街
づ
く
り
に
向
け

た
大
学
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
同
行
動
が
取
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
街

づ
く
り
に
は
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
人
た

ち
を
社
会
的
に
包
摂
す
る
場
所
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
は
、
仕
事
や
暮
ら
し

に
関
わ
る
気
軽
な
相
談
機
能
も
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
地
域
社
会

に
開
か
れ
た
交
流
の
場
で
あ
り
、
共
に
働
く

場
づ
く
り
に
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
場
か
ら
も

参
加
で
き
れ
ば
、
近
年
、
社
会
的
に
排
除
さ

れ
た
人
た
ち
に
対
す
る
雇
用
の
場
、
社
会
参

加
の
場
が
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
大
学
と
行
政
機
関
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

よ
る
社
会
的
就
労
の
場
づ
く
り
、
社
会
的
企

業
の
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

龍谷大学　深草キャンパス
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コートサイト丸太町 202 
TEL 075-231-9363 FAX 075-211-2610 
E-mail:kawamoto-law.kouhei@voice.ocn.ne.jp  

 
京都・烏丸三条の法律事務所 

弁護士法人古家野法律事務所 
代表社員 弁護士 古家野泰也 

 

〒604－8166 
京都市中京区三条通烏丸西入御倉町 85-1 
烏丸ビル 3階 
TEL075-223-2788 FAX075-223-2780 
URL:http://www.koyano-lpc.jp/ 

 

京都総合法律事務所 
 

〒604-0924 
京都市中京区河原町二条南西角 河原町二条ビル 5F 
TEL075-256-2560 FAX075-256-2561  
URL:http://www.kyotosogo-law.com/ 

JAM 
寺内製作所労働組合 

執行委員長 奥田 智 
 

〒612-0042 
京都市伏見区深草芳永町 666 
TEL 075-641-5201 FAX075-641-5204 

 

 

近鉄ビルサービス労働組合 
 

本部：〒542-0076 大阪市中央区難波 2丁目 2-3 
        御堂筋グランドビル 9階 

TEL 06-6211-2027 FAX 06-6211-2029 
E-mail:takahasi_t@ex.kintetsu-bs.co.jp 

 
京都支部：〒601-8416京都市南区西九条池ノ内町 106 
 

 

新しい豊かさの実現を求めて 

日本写真印刷労働組合 
 

〒604-8551 
京都市中京区壬生花井町 3 
TEL 075-801-3985 FAX 075-801-3995 

JAM 
朝日レントゲン労働組合 

執行委員長 彦阪佳孝 

〒601-8203 
京都市南区久世築山町 376-3 
朝日レントゲン工業㈱内 
TEL075-921-5653 FAX075-921-5693 
E-mail:asahi123@asahi-xray.co.jp 

ひとりでも入れる労働組合 

連合大阪地方ユニオン 
大阪地域合同労働組合 

執行委員長 木本憲雄 

〒540-0008 
大阪市中央区大手前 2丁目 1-7大阪赤十字病院 5階 
TEL 06-6949-0514 
E-mail:chiikigodo@rengo-osaka.gr.jp  

あったかサポートの活動に賛同します。 
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京都の真ん中に、人が集まる快適な空間 

京 都 テ ル サ 
（財団法人京都府民総合交流事業団） 

〒601-8047 
京都市南区東九条下殿田町 70 
TEL 075-692-3400 FAX 075-692-3402 
E-mail:info@kyoto-terrsa.or.jp 
URL:http://www.kyoto-terrsa.or.jp 

実務能力・資格取得、パソコン･ 

英会話、求職者支援訓練講座等 

公益社団法人京都勤労者学園 
（愛称 ラボール学園） 

〒604-8854 
京都市中京区壬生仙念町 30-2 ラボール京都 3F 
TEL 075-801-5925 FAX 075-812-1508 
E-mail:gakuen@labor.or.jp 
URL:http://www.labor.or.jp/gakuen 

安心と信頼の中小企業者全国ネットワーク 

ティグレグループ 
代表 小林竹廣 

 
〒540-0012 
大阪市中央区谷町 2-6-4 谷町ビル 8F 
TEL 06-6945-0066 FAX 06-6943-1218 
E-mail:kobayashi@tigrenet.ne.jp 
URL:http://www.tigrenet.ne.jp 

 

中小零細企業の労働保険のお手伝い 

社会保険労務士法人ティグレ 
 
〒540-0012 
大阪市中央区谷町 2-6-4 谷町ビル 8F 
TEL 06-6943-9338 FAX 06-6943-9339 
URL:http://www.tigrenet.ne.jp 

ヒト・経営・ライフプランの      
トータルサポート事務所です 

池田社会保険労務士事務所 
特定社会保険労務士 池田悦子 

〒939-8082 
富山市小泉町 145-3 
TEL 076-421-0656 FAX 076-423-7993 
E-mail:ietsuko4@chive.ocn.ne.jp 
URL:http://www.ikeda-sr.com 

 

江和社会保険労務士事務所 

特定社会保険労務士 今村隆行 

 
〒520-0043 
滋賀県大津市中央 3丁目 5-34 
TEL 077-525-3009 FAX 077-525-8634 
e-mail:monoelo2@skyblue.ocn.ne.jp 

 

オフィス後藤田 
社会保険労務士 後藤田慶子 

 
〒535-0021 
大阪市旭区清水 5-14-24 
TEL 06-6954-8686 FAX 06-6954-8333 
E-mail:gotoda@mua.biglobe.ne.jp 
URL:http://www5d.biglobe.ne.jp/~gotoda/ 

 

木村守税理事務所 
 

 
〒606-8005 
京都市左京区山端川岸町 36-2 
TEL 075-702-0280 E-mail:kimurakaikei@tkcnf.or.jp 
URL:http://www.tkcnf.com/kimuramamoru_zeirishi/ 

 

大髙友紀税理士事務所 
大髙友紀 

 
〒614-8364 
京都府八幡市男山松里 12－32 
TEL 075-983-3156 
E-mail:otctax@otctax.com 
URL:http://www.otctax.com/pc/office.html 

 

 
〒602-8026 
京都市上京区新町通丸太町上る春帯町 351-1 
TEL 075-251-0028 FAX 075-211-0029 
URL:http://www.k-ftb.com/ 

あったかサポートの活動に賛同します。 
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※ 
東
京
新
聞
２
０
１
３
年
６
月
５
日
朝
刊
26
面
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
こ
こ
に
転
載
し
ま
し
た
。（
編
集
部
）
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対
象
が
違
う
二
つ
の
職
業
訓
練
制
度

　

私
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
支
援
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
職
業
訓
練
の
担
当
を
し

て
い
る
。
職
業
訓
練
の
受
講
を
希
望
す
る
求

職
者
に
対
し
訓
練
の
情
報
提
供
や
あ
っ
せ

ん
、
訓
練
終
了
後
の
職
業
相
談
や
職
業
紹
介

な
ど
が
仕
事
だ
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
職

業
訓
練
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
ひ
と

つ
は
主
に
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
求
職

者
が
対
象
と
な
る
「
公
共
職
業
訓
練
」、
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
は
主
に
雇
用
保
険
を
受
給

で
き
な
い
求
職
者
が
対
象
と
な
る
「
求
職
者

支
援
訓
練
」
で
あ
る
。
前
者
を
雇
用
保
険
受

給
者
が
受
講
し
た
場
合
、
雇
用
保
険
の
基
本

手
当
の
ほ
か
、交
通
費
に
あ
た
る
通
所
手
当
、

受
講
し
た
日
に
支
払
わ
れ
る
受
講
手
当
（
平

成
25
年
度
は
１
日
５
０
０
円
、
上
限
40
日
）

を
も
ら
い
な
が
ら
訓
練
に
通
う
こ
と
が
で
き

る
。
訓
練
の
受
講
料
も
無
料
で
、
訓
練
期
間

中
に
雇
用
保
険
の
受
給
期
間
が
終
わ
っ
て
も

訓
練
終
了
日
ま
で
雇
用
保
険
給
付
が
延
長
さ

れ
る
こ
と
か
ら
（
訓
練
延
長
給
付
）
人
気
が

高
い
。

　

一
方
の
求
職
者
支
援
訓
練
だ
が
、
こ
ち
ら

は
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
な
い
人
が
主
な

対
象
の
た
め
、
訓
練
受
講
中
は
当
然
雇
用
保

険
を
も
ら
え
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
訓
練

に
通
え
な
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
訓
練

を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
給
付
と
し
て
雇

用
保
険
と
は
別
に「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」

と
い
う
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
定
の
要
件

に
該
当
し
た
場
合
に
月
額
10
万
円
と
交
通
費

が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
民
間
の
資
格

学
校
や
通
信
講
座
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と

授
業
料
が
数
万
円
か
ら
数
十
万
円
か
か
る
の

も
珍
し
く
な
い
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
受
講
料

が
無
料
で
受
け
ら
れ
、
な
お
か
つ
お
金
も
も

ら
え
る
と
い
う
の
は
、
夢
の
よ
う
な
話
に
思

え
る
、
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
こ

の
制
度
は
非
常
に
シ
ビ
ア
な
一
面
も
兼
ね
備

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

出
席
率
８
割
以
上
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル

　

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
も
ら
い
な
が
ら

職
業
訓
練
を
受
け
る
場
合
、
厳
し
い
出
席
要

件
が
課
せ
ら
れ
る
。
訓
練
は
平
日
ほ
ぼ
毎

日
（
週
４
～
５
日
）、
一
日
約
６
時
間
行
わ

れ
、
あ
と
で
述
べ
る
「
や
む
を
得
な
い
理
由

の
欠
席
」
以
外
は
基
本
的
に
一
日
も
休
む
こ

と
が
で
き
な
い
。
遅
刻
や
早
退
も
欠
席
と
さ

れ
る
の
で
、
例
え
ば
、
電
車
の
遅
延
で
授
業

に
数
分
遅
刻
し
た
場
合
も
欠
席
と
な
っ
て
し

ま
う
。
た
と
え
そ
れ
が
本
人
の
責
任
で
は
な

か
っ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
ま
た
、
本
人
や

家
族
の
病
気
や
ケ
ガ
、
身
内
の
不
幸
や
子
ど

も
の
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど
の
理
由
で
休
む

こ
と
に
な
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
理
由
で
休
ん
だ
が

た
め
に
給
付
金
が
受
給
で
き
な
い
と
な
れ

ば
、
多
く
の
人
は
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
病
気
を
し
た
ら
病
院

に
行
く
、
身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た
ら
お
葬
式

に
出
る
、
子
ど
も
の
入
学
式
・
卒
業
式
に
出

席
す
る
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
あ
っ

て
、
か
つ
そ
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
が
あ

れ
ば
「
や
む
を
得
な
い
理
由
の
欠
席
」
と
な

り
、
そ
の
場
合
は
出
席
率
が
８
割
以
上
あ
れ

ば
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
に
か

か
っ
て
医
者
か
ら
自
宅
待
機
の
指
示
が
出
て

い
る
場
合
は
そ
の
期
間
を
訓
練
日
数
か
ら
除

外
し
て
計
算
す
る
）。
逆
に
言
え
ば
出
席
率

が
８
割
以
下
に
な
っ
た
場
合
は
感
染
症
以
外

の
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
給
付

金
は
支
給
さ
れ
な
い
。
訓
練
は
１
ヶ
月
平
均

17
日
か
ら
19
日
あ
り
、
そ
の
場
合
や
む
を
得

　
「
今
日
体
調
悪
い
の
で
訓
練
を
休
み
ま
す
」。
朝
８
時
半
。
電
話
口
か
ら
聞
こ
え
る

つ
ら
そ
う
な
声
。
風
邪
を
ひ
い
た
の
か
、
の
ど
が
ガ
ラ
ガ
ラ
の
よ
う
だ
。「
今
日
欠
席

で
す
ね
。
わ
か
り
ま
し
た
。
病
院
に
行
っ
て
領
収
書
を
も
ら
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」。

体
調
が
悪
い
の
で
な
る
べ
く
引
き
留
め
な
い
よ
う
に
、
で
も
必
要
な
こ
と
は
き
っ
ち

り
伝
え
る
。お
大
事
に
。そ
し
て
欠
席
の
証
明
書
は
絶
対
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

そ
う
心
の
中
で
願
い
つ
つ
。

浜

　上

　知

　子

就
労
支
援
の
現
場
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
見
え
る
こ
と

　
　

︱
︱
求
職
者
支
援
制
度
を
通
じ
て
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な
い
理
由
で
休
め
る
の
は
３
日
ま
で
と
い
う

計
算
に
な
る
。
健
康
で
毎
日
元
気
に
通
え
れ

ば
問
題
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
求
職
者
支
援
訓

練
の
受
講
者
に
は
子
ど
も
が
小
さ
く
て
他
に

見
て
も
ら
え
る
人
が
い
な
い
と
い
う
事
情
を

抱
え
る
人
や
、
心
身
と
も
に
十
分
健
康
と
ま

で
は
言
え
な
い
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。
や
む

を
得
な
い
理
由
の
欠
席
で
あ
っ
て
も
出
席
率

８
割
以
下
と
な
り
給
付
金
の
支
給
が
で
き
な

い
例
が
、
数
少
な
い
な
が
ら
も
あ
る
の
は
事

実
で
あ
る
。

祈
る
よ
う
な
思
い
で
見
つ
め
る
出
席
率

　

職
業
訓
練
の
窓
口
に
座
っ
て
相
談
を
受
け

て
い
る
者
と
し
て
、
給
付
金
の
不
支
給
決
定

は
極
力
出
し
た
く
な
い
と
日
々
思
っ
て
い

る
。
だ
が
、
制
度
の
枠
組
み
を
超
え
た
運
用

を
す
る
こ
と
は
当
然
で
き
な
い
。
で
き
る
こ

と
と
い
え
ば
給
付
金
の
制
度
に
つ
い
て
求
職

者
が
わ
か
る
ま
で
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
、

欠
席
す
る
場
合
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
連
絡
を

す
る
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

欠
席
す
る
際
に
連
絡
さ
え
も
ら
っ
て
い
れ

ば
、
冒
頭
に
あ
げ
た
会
話
の
よ
う
に
や
む
を

得
な
い
欠
席
の
証
明
と
し
て
必
要
な
書
類
を

確
実
に
本
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
欠
席
が
か
さ
ん
で
き
た
場
合
８
割
以
下

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
喚
起
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

給
付
金
支
払
手
続
き
を
す
る
段
階
で
支
給

要
件
を
満
た
さ
ず
「
給
付
金
は
支
払
え
ま
せ

ん
」
と
い
う
決
定
を
す
る
こ
と
は
、
求
職
者

本
人
の
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
祈
る
よ
う
な
気
持

ち
で
い
る
。
だ
か
ら
何
の
気
な
し
に
休
ん
で

し
ま
っ
て
給
付
金
の
支
給
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
時
、「
な
ん
で
休
ん
じ
ゃ
っ

た
ん
で
す
か
？
私
た
ち
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
ん
で
す
よ
！
」
と
言
っ
て
求
職

者
を
前
に
し
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
求
職
者
に
し
て
み
れ
ば
、
給
付
金
は
不

支
給
だ
わ
怒
ら
れ
る
わ
泣
か
れ
る
わ
で
、
い

い
迷
惑
だ
っ
た
と
思
う
。
反
省
し
て
い
る
。

就
職
支
援
は
顔
を
見
る
こ
と
か
ら

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険
制
度
と

「
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
で
あ
る
生

活
保
護
制
度
の
間
を
う
め
る
「
第
二
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
平
成
23

年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
特
徴
と
し

て
は
、
無
料
の
職
業
訓
練
と
一
定
の
要
件
に

該
当
し
た
場
合
の
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の

支
給
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
積
極
的
な
就
職
支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
訓
練
期

間
中
お
よ
び
訓
練
終
了
後
の
３
ヶ
月
を
就
職

支
援
期
間
と
位
置
づ
け
、
月
に
１
回
必
ず
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
来
て
職
業
相
談
を
受
け
る
日

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人
検
索
や
職
業
相
談
な

ど
の
求
職
活
動
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
の
多
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
見
ら

れ
る
時
代
な
の
で
、
求
職
者
か
ら
す
る
と
わ

ざ
わ
ざ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
く
必
然
性
は
薄

い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
に

と
っ
て
は
求
職
者
に
来
て
も
ら
い
話
を
き
く

こ
と
に
よ
っ
て
訓
練
に
順
調
に
通
え
て
い
る

か
、
就
職
意
欲
が
高
い
か
ど
う
か
、
ど
の
よ

う
な
条
件
の
希
望
を
も
っ
て
い
る
か
な
ど
を

把
握
し
や
す
く
な
り
、
よ
り
き
め
細
か
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
非
常
に
あ

り
が
た
い
の
で
あ
る
。

　

訓
練
に
行
く
前
は
失
業
や
家
庭
の
事
情
な

ど
で
悩
ん
で
元
気
が
な
か
っ
た
求
職
者
が
、

訓
練
に
行
き
始
め
て
か
ら
み
る
み
る
う
ち
に

明
る
い
表
情
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
。「
就
職
」
と
い
う
同
じ
目
標
を
も
つ
仲

間
と
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

い
、と
い
う
声
を
聞
く
と
こ
ち
ら
も
嬉
し
い
。

訓
練
に
行
く
前
は
パ
ソ
コ
ン
が
ま
っ
た
く
で

き
な
か
っ
た
人
が
３
ヶ
月
後
に
は
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
未
経
験
の
事
務
職
で
就
職
で
き

た
、
と
い
う
話
を
聞
く
と
「
こ
の
瞬
間
の
た

め
に
や
っ
て
る
～
」
と
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
た

く
な
る
。

見
え
て
き
た
求
職
者
支
援
訓
練
の
課
題

　

し
か
し
本
当
は
乾
杯
し
て
い
る
場
合
で
は

な
い
。
私
た
ち
に
と
っ
て
求
職
者
の
就
職
決

定
は
ひ
と
つ
の
ゴ
ー
ル
で
も
、
求
職
者
に

と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
仕
事
の
ス
タ
ー

ト
地
点
な
の
だ
。
残
念
な
こ
と
だ
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
票
に
載
っ
て
い
る
内
容
と
実

際
の
労
働
条
件
が
全
然
違
う
と
い
う
こ
と
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
、
就
職
が
決
ま
っ
て
働
き

だ
し
た
も
の
の
仕
事
が
合
わ
ず
す
ぐ
辞
め
て

し
ま
う
と
い
う
例
も
珍
し
く
な
い
。
辞
め
た

あ
と
再
度
職
業
相
談
に
来
た
場
合
は
そ
の
後

も
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
は
わ
か
ら
な
く
な
る
。
訓
練
の
途
中
で
体

調
を
崩
し
、
訓
練
を
途
中
退
校
し
た
人
や
家

庭
の
事
情
が
あ
っ
て
就
職
活
動
が
で
き
な
く

な
っ
た
人
に
対
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え

る
。
求
職
者
支
援
制
度
は
就
職
決
定
後
や
途

中
退
校
後
の
就
職
支
援
を
義
務
づ
け
て
い
な

い
た
め
、
本
人
が
希
望
し
な
い
限
り
は
支
援

を
続
け
ら
れ
な
い
。「
お
せ
っ
か
い
」
が
で

き
な
い
の
は
行
政
機
関
と
し
て
は
あ
る
意
味

当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
歯
が
ゆ
い
思
い
は

募
る
。
そ
し
て
ビ
ー
ル
の
量
が
増
え
る
。

　

と
は
い
え
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
も
な
い
。

求
職
者
支
援
訓
練
の
実
践
コ
ー
ス
受
講
者
が

３
ヶ
月
以
内
に
就
職
し
た
割
合
は
平
成
23
年

度
が
75
・
1
％
、
平
成
24
年
度
は
76
・
8
％

で
あ
る
。
期
間
の
定
め
が
な
い
雇
用
へ
の
就

職
率
は
い
ず
れ
の
年
度
も
約
68
％
で
、
そ
れ

な
り
の
実
績
を
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た

と
え
早
期
に
再
離
職
し
た
と
し
て
も
一
度
は
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採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
自
信
に
な
る
だ

ろ
う
し
、
期
間
の
定
め
が
あ
る
仕
事
で
も
経

験
を
積
む
こ
と
は
今
後
仕
事
を
探
す
う
え
で

決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
。

　

仕
事
を
し
た
い
け
ど
ス
キ
ル
が
足
り
な

い
。
仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
が
長
い
。
よ
り
安
定

理 

事 

長　
　

澤　

井　
　
　

勝
（
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

常
務
理
事　
　

笹　

尾　

達　

朗
（
社
会
保
険
労
務
士
）

副
理
事
長　
　

山　

本　

賀　

則
（
㈱
寺
内
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長
）

副
理
事
長　
　

半　

田　

敏　

照
（
元
ラ
ボ
ー
ル
学
園
職
員
）

理　
　

事　
　

小　

林　

竹　

廣
（
㈱
テ
ィ
グ
レ
代
表
取
締
役
社
長
）

理　
　

事　
　

上　

野　

明　

子
（
介
護
ヘ
ル
パ
ー
）

理　
　

事　
　

中　

本　

通　

雄
（
郵
便
事
業
会
社
社
員
）

理　
　

事　
　

木　

村　
　
　

守
（
税
理
士
）

理　
　

事　
　

高　

橋　

尚　

子
（
京
都
自
立
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
チ
ー
フ
）

新
任
理
事　
　

立　

石　

健
太
郎　
（
司
法
書
士
）

新
任
理
事　
　

椎　

名　

み
ゆ
き　
（
社
会
保
険
労
務
士
）

新
任
理
事　
　

木　

村　

千
代
子　
（
社
会
保
険
労
務
士
）

新
任
理
事　
　

杉　

原　

純　

子　
（
社
会
保
険
労
務
士
）

新
任
理
事　
　

椹　

木　

庸　

弘　
（
㈱
紫
明
精
器
代
表
取
締
役
社
長
）

新
任
理
事　
　

山　

代　

晃　

義　
（
㈱
山
代
印
刷
代
表
取
締
役
社
長
）

新
任
監
事　
　

椹　

木　

敦　

子　
（
社
会
保
険
労
務
士
）　

二
〇
一
三
年
度　

理　

事　

・　

役　

員

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
事
業
連
携
先
の
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学

園
が
こ
の
９
月
か
ら「
簿
記
・
経
理
・
総
務
オ
フ
ィ
ス
実
務
科
」を
開
講
し
ま
す
。
も
し
、

受
講
し
た
い
方
又
は
ご
紹
介
し
た
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
下
記
の
機
関
ま
で

お
申
し
出
下
さ
い
。

訓
練
期
間
：
平
成
25
年
９
月
10
日
～
12
月
9
日
（
9
時
30
分
～
16
時
）

募
集
期
間
：�

平
成
25
年
8
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園
ま

で
お
申
込
み
下
さ
い
。

訓
練
対
象
：
事
務
職
で
就
労
し
た
い
方
を
対
象

訓
練
内
容
：�

人
事
・
労
務
、
労
働
・
社
会
保
険
、
経
理
事
務
、
年
末
調
整
、
給
与
計
算

に
係
る
知
識
と
実
務
能
力
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
日
商
簿
記
検
定

2
級
の
取
得
を
指
導
し
ま
す
。

負
担
費
用
：
１
１
、１
３
５
円
（
教
科
書
代
）

訓
練
実
施
機
関
：
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

　
　
　
　
　
　
　

〒
６
０
４
―
８
８
５
４

　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
壬
生
仙
念
町
３
０
―
２　

ラ
ボ
ー
ル
京
都
3
階

問
合
せ
先
：
０
７
５
―
８
０
１
―
５
９
２
５
（
時
間
：
9
時
～
17
時
）

し
た
仕
事
に
転
職
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な

思
い
を
も
っ
て
求
職
活
動
を
し
て
い
る
人
に

と
っ
て
、
こ
の
職
業
訓
練
は
有
効
な
手
段
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
活
動
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
。

平
成
25
年
9
月
開
講
『
求
職
者
支
援
訓
練
』
の
ご
案
内
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夏
花
を
語
り
た
い
。

　

朝
鮮
半
島
、
日
本
列
島
と
も
に
春
に
比
し
て

夏
は
「
百
花
繚
乱
」
と
は
言
い
難
い
が
そ
れ
で

も
夏
に
も
そ
の
季
節
に
合
っ
た
そ
れ
な
り
の
種

類
の
花
が
咲
く
。

　

列
島
の
夏
（
感
覚
的
に
７
月
の
梅
雨
明
け
頃

～
８
月
～
９
月
初
旬
頃
、
俳
句
の
世
界
で
は
立

夏
か
ら
立
秋
迄
）
に
は
梔ク

チ
ナ
シ子
、
銭ゼ
ニ

葵
ア
オ
イ

、
ペ
チ
ュ

ニ
ア
、
サ
フ
ィ
ニ
ア
、
百
合
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ

ス
、
桔
梗
、
朝
顔
、
そ
し
て
ま
さ
し
く
夏
花
の

代
表
格
の
向
日
葵
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
が
強
烈
な

印
象
を
与
え
る
の
は
向
日
葵
だ
け
で
あ
と
は
清

楚
で
静
か
な
草
本
花
だ
と
言
え
よ
う
。（
勿
論
、

百サ
ル
ス
ベ
リ

日
紅
と
い
う
木
本
花
も
有
る
が
時
期
が
少
し

ず
れ
る
）

　

し
か
し
、
半
島
の
夏
に
も
列
島
と
同
じ
草
本

花
で
あ
る
芙
蓉
、
朝
顔
、
夕
顔
、
月
見
草
、
桔

梗
等
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
が
、
何
と
言
っ
て
も
、

俳
句
の
季
語
と
し
て
は
秋
を
指
す
木
本
花
の
無ム

窮グ
ン

花フ
ァ

（
木
槿
、
槿
花
、
蕣
）
が
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
視
覚
的
に
も
、
ま
た
情
緒
的
に
も
重
量

感
や
広
大
感
や
清
純
感
を
与
え
る
と
同
時
に
殉

教
者
的
な
不
撓
不
屈
の
精
神
や
赤
心
を
与
え
続

け
る
絶
大
・
無
二
の
存
在
だ
と
言
え
る
。

　

勿
論
、
列
島
人
も
無
窮
花
を
愛
す
る
人
は
少

な
く
無
い
。
特
に
茶
人
に
木ム

ク
ゲ槿
を
愛
す
る
人
が

多
い
の
は
周
知
で
あ
る
。
茶
人
が
愛
で
た
木
槿

の
内
に
千
利
休
が
孫
・
宗
旦
が
こ
よ
な
く
愛
で

た
と
い
う
一
種
に
「
宗
旦
木
槿
（
宗
旦
）」
が

あ
る
。
時
に
「
日
の
丸
」
と
も
呼
ば
れ
る
事
も

あ
る
木
槿
だ
が
無
窮
花
を
こ
よ
な
く
愛
し
独
立
運

動
の
象
徴
と
し
た
半
島
の
人
び
と
に
は
こ
の
「
日

の
丸
」
は
「
宗
旦
」
と
共
に
忌
み
嫌
い
、
唾
棄
し
、

激
し
く
伐
採
、
焼
却
し
た
い
衝
撃
に
駆
ら
れ
た
花

の
一
種
で
あ
っ
た
（
現
在
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
は
存
在
す
る
）。

　

花
に
罪
が
あ
る
の
で
は
な
い
が
植
民
地
時
代
の

列
島
人
の
半
島
人
に
対
す
る
理
不
尽
・
激
烈
な
差

別
・
迫
害
・
虐
待
・
排
他
・
排
除
の
象
徴
で
あ
っ

た
「
日
章
旗
」
に
対
す
る
憎
悪
や
唾
棄
が
、
似
て

い
る
文
様
の
「
宗
旦
」
や
「
日
の
丸
」
に
向
け
ら

れ
た
と
い
え
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
「
無ム

窮グ
ン

花フ
ァ

」
の
英
ハ
ナ
ブ
サ

は
朝
咲
き
、

夕
方
萎
む
木
本
花
で
あ
る
が
、
い
つ
見
て
も
そ
の

木
の
花
房
は
咲
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ

か
ら
「
無ム

窮グ
ン

花フ
ァ

」
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

華
麗
な
他
の
夏
花
に
比
し
、
さ
ほ
ど
美
し
く
は

な
く
、
ま
た
特
別
な
香
り
も
無
い
花
な
の
だ
が
半

島
人
は
い
つ
頃
か
ら
か
そ
の
無
窮
花
に
民
族
の
自

尊
・
自
負
心
を
投
影
さ
せ
、「
亡
国
の
民
」
に
変
わ

り
果
て
劣
悪
の
状
況
に
置
か
れ
た
時
で
す
ら
老
若

男
女
は
密
か
に
或
い
は
公
然
と
、
風
呂
敷
や
手
巾
、

朝
鮮
足
袋
や
民
族
服
等
の
文
様
に
し
て
身
に
着
け
、

或
い
は
列
島
人
に
は
見
え
な
い
不
服
従
・
抵
抗
の

花
と
し
て
心
に
強
く
、
熱
く
焼
き
付
け
て
い
た
。

　

植
民
地
・
亡
国
の
民
と
し
て
の
辛
苦
を
味
わ
う

こ
と
に
な
っ
た
の
は
半
島
側
に
問
題
や
弱
点
が
全

く
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま
た
列
強
の
帝

国
主
義
闊
歩
と
い
う
時
代
の
中
で
列
島
側
の
圧
倒

「
半
島
の
無ム

窮グ
ン

花フ
ァ

、
列
島
の
木ム
ク
ゲ槿
」
金キ
ム

　
　里リ

　博バ
ク

的
な
近
代
軍
事
力
に
依
る
強
制
「
合
併
」
及
び
、

整
備
さ
れ
た
警
察
・
憲
兵
力
と
精
密
な
警
察
網

に
よ
る
強
権
「
統
治
」
は
「
近
代
」
国
家
と
し

て
強
者
「
正
義
」
な
の
だ
と
い
う
屁
理
屈
は
成

り
立
た
な
く
も
な
い
が
、
侵
略
・
非
友
好
・
非

友
誼
・
三
光
政
策
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た

事
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
明
日
の
生
命
を
占

え
な
か
っ
た
列
島
側
の
弱
者
・
亡
国
の
民
・
被

差
別
民
は
何
を
思
い
、
何
に
託
し
て
生
き
て
い

け
た
ろ
う
か
？

　

今
日
、
一
部
の
人
か
ら
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と

し
て
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
る
半
島
人
の
安ア

ン

重ジ
ュ
ン
グ
ン
根
・
金キ
ム

九グ

を
初
め
と
す
る
独
立
運
動
家
や
民

族
運
動
家
は
何
を
信
念
と
し
、
何
を
信
仰
と
し
、

何
を
愛
と
し
、
何
を
美
と
し
て
闘
い
生
き
た
の

だ
ろ
う
か
？

　

列
島
側
の
「
統
治
」
が
い
わ
ゆ
る
「
五
族
共
和
」

の
旗
印
と
は
程
遠
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
激

烈
・
無
情
・
無
慈
悲
を
極
め
、
全
く
の
虚
言
で

有
っ
た
事
実
を
列
島
人
は
忘
れ
る
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
苛
酷
な
状
況
の
中
で
も

半
島
人
は
希
望
と
勇
気
、
信
念
と
信
仰
、
美
と

理
を
失
わ
ず
自
暴
・
自
棄
に
陥
ら
ず
創
造
的
に
、

前
進
的
に
生
き
、
遂
に
「
解
放
」
の
そ
の
日
を

迎
え
た
。
奇
し
く
も
そ
の
季
節
が
夏
で
無
窮
花

が
満
開
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
多
く
の
半
島

人
は
感
涙
に
む
せ
び
感
無
量
だ
っ
た
。

　

強
調
す
る
が
、
如
何
な
る
花
に
も
罪
は
無
い
。

が
、
そ
の
花
が
「
精
神
的
凶
器
」
や
「
統
治
手

段
」
と
し
て
使
用
、
利
用
さ
れ
れ
ば
そ
の
花
は

充
分
に
恨
み
や
唾
棄
や
嘔
吐
の
対
象
に
な
り
得

る
。
染
井
吉
野
し
か
り
、菊
花
し
か
り
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
列
島
の
茶
人
の
よ
う
に
花
は
花
と

し
て
の
生
命
と
美
を
愛
で
る
べ
き
だ
し
、
守
り

伝
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

今
日
も
そ
う
だ
が
、
か
つ
て
の
半
島
の
女
性

は
無
窮
花
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
手
巾
や
朝
鮮
足

袋
や
リ
ボ
ン
に
刺
繍
し
大
事
に
保
管
し
使
用
し

我
が
子
に
引
き
継
が
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
国
土
を
無
窮
花
模
様
で
描
き
、
刺
繍
し
た

古
び
た
手
巾
等
が
一
般
家
庭
で
よ
く
発
見
さ
れ

る
の
は
そ
う
い
う
事
由
に
起
因
す
る
。

　

こ
れ
ら
は
半
島
人
に
と
っ
て
の
「
無
窮
花
」

が
単
な
る
木
本
花
と
し
て
の
存
在
な
の
で
は
な

く
、
民
族
の
自
主
・
独
立
・
新
建
設
の
象
徴
と

し
て
、
ま
た
悪
夢
の
植
民
地
統
治
時
代
を
二
度

と
体
験
し
な
い
よ
う
に
、
陥
ら
な
い
よ
う
に
と

自
ら
の
戒
め
と
し
て
、
そ
し
て
、
真
実
の
友
好
・

友
誼
・
親
善
の
象
徴
と
し
て
い
る
存
在
で
あ
る

事
を
列
島
人
た
ち
は
正
し
く
認
識
す
べ
き
で
有

ろ
う
。

　

い
つ
の
日
か
（
既
に
一
部
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
）、
春
に
は
列
島
人
が
染
井
吉
野
の

時
期
に
半
島
人
を
招
き
、
宴
を
拡
げ
、
楽
し
く

交
流
・
交
歓
し
、
ま
た
、
統
一
さ
れ
た
半
島
人

も
夏
の
無
窮
花
の
時
期
に
豊
か
な
文
化
を
有
す

る
列
島
人
を
招
き
、
宴
を
催
し
、
伝
統
歌
舞
等

を
披
露
し
楽
し
く
交
流
・
交
歓
し
あ
う
日
が
来

る
こ
と
を
切
に
望
み
た
い
。

　

夏
、
半
島
の
無
窮
花
。
列
島
の
木
槿
。

　

春
、
列
島
の
染
井
吉
野
。
半
島
の
連
翹
。

　

秋
、
半
島
の
紅
葉
。
列
島
の
黄
葉
。

　

冬
、
列
島
の
細
雪
。
半
島
の
牡
丹
雪
。

　
「
美
」
に
高
低
無
く
、
優
劣
無
く
、
民
族
に
高

低
無
く
、
有
無
を
相
通
し
優
劣
更
に
無
し
の
精

神
と
実
践
を
列
島
人
と
半
島
人
の
双
方
が
木ム

ク
ゲ槿

と
無ム

窮グ
ン

花フ
ァ

を
愛
で
な
が
ら
日
々
、友
好
・
友
誼
・

親
善
を
培
い
育
ん
で
行
き
た
い
。

　

無ム

窮グ
ン

花フ
ァ

と
木ム
ク
ゲ槿
は
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
に
違

い
な
い
事
を
確
信
し
て
い
る
。
流
水
不
争
前
後
。

上
善
若
水
。
松
茂
栢
悦
。
木
長
敗
人
長
徳
。

あ
っ
た
か
歳
時
記
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NPO 法人あったかサポートは、「労働と社会保障」に係る市民のコモンセンスづくりを進めます。
当法人の活動へのご理解を賜り、本年度も引き続き年会費または寄付金をお願いします。
　　（１）正会員は、年間１口５，０００円です。個人として総会での議決権を有します。
　　（２）協力会員は、年間１口１０，０００円です。団体としての参加ですから総会での議決権はありません。
　　（３）賛助会員は、年間１口３，０００円ですが、当法人の活動に直接参加できない方のための制度です。
　　　　 従って、総会での議決権はありません。

　　　　 郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先 → 特定非営利活動法人 あったかサポート

認定NPOの申請に向けて手続き中です！！
正会員の継続と賛助寄付金にご協力をお願いします

　既に今年３月､ 京都市に認定 NPO 法人（仮認定）の申請をしています。今年10月までには認定がなされる見
込みですが、そのためには、いくつかの要件が問われます。その中でも最も大切な要件は、NPO 法人の正会員会
費以外に毎年、法人役員（理事及び監事）とその家族を除き100人以上の寄付金の賛同者が必要だということす。
　そのため引き続き当法人の活動への支援者の期待に応えることができる社会的活動を進めたいと思いますの
でご協力をお願いします。
　尚、寄付をして頂ける個人の方に実際どれほどの還付金が生じるのかを当法人理事の一人である木村守理事
にシミュレーションして頂きました。
　ここに紹介した事例を参考にして認定 NPO への寄付金へのご理解を頂ければ幸いです。 

個人の寄付金控除
所得控除や税額控除の特例があります。

所得控除
所得控除額　＝　特定寄付金－２,０００円

（特定寄付金額は、総所得金額の４０％が限度）
税額控除
所得税額特別控除額＝（控除対象寄付金額―２,０００円）×４０％

（ただし　控除対象寄付金額は総所得の４０％が限度。所得税額特別控除額は所得税の２５％が限度）

計算例
給与収入　６，５２０，０００円　配偶者　所得０円、子２人（特定扶養に該当）
５，０００円寄付した場合
所得控除　減少する税額　３００円
５，０００円―２,０００円＝３,０００円
適用される税率　１０％　３,０００円＊１０％＝３００円

住民税　　減少する税額　３００円
適用される税率　１０％　３,０００円＊１０％＝３００円
減少する税額合計　６００円

税額控除
減少する税額　１，２００円
５,０００円－２,０００円＝３,０００円
３,０００円＊４０％＝１,２００円

住民税　　減少する税額　３００円
適用される税率　１０％　３,０００円＊１０％＝３００円
減少する税額　１,５００円
この場合は税額控除を選択した方が有利です。

参考例

会員の資格と種別
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協同組合京洛商工繁栄会 
吉田武信 

 
〒603-8214 
京都市北区紫野雲林院町 46 桂ビル 3F 
TEL 075-431-8710 FAX 075-431-8720 
URL:http://www.eonet.ne.jp/~ksh/ 

人権の視点から現代日本の労働を問う 

研究会「職場の人権」 
 

〒530-0027 
大阪市北区堂山町 8-13 堂山ビル 4F 
TEL＆FAX 06-6315-7804  
E-mail:jinken@jp.bigplanet.com 
URL:http://homepage2.nifty.com/jinken/ 

 

京都市認定 白井乳児園 
園長 白井敞子 

〒612-0028 
京都市伏見区深草飯食町 781-4 
TEL 075-641-5572 FAX 075-641-5572 
E-mail:shirainyujien@tulip.ocn.ne.jp 
URL:http://happykosodatejuku.jimdo.com/ 

 

コンプライアンスサポート・ 
ディーセントワークを目標に 

畑中労働経済研究所 
所長 畑中清博 

 

〒614-8363 
京都府八幡市男山吉井 4-8 
TEL 075-981-0236 FAX 075-981-0926 
E-mail:4y4m.lero-kh@leto.eonet.ne.jp  

 

合資会社京都労務トラスト 
代表社員 篠原耕一 

 
〒604-8156 
京都市中京区室町通錦小路上る山伏山町 558 
三洋室町ビル 503号 
TEL 075-213-6986 FAX 075-213-6987 
URL:http://www.romu-trust.com/ 

献身と信頼 

医療法人啓信会 

京都四条病院 
理事長 中野博美 

〒600-8481 
京都市下京区東堀川通り四条下る四条堀川町 272-6 
TEL075-343-0751 FAX  
URL:http://www.kyoto-keishinkai.or.jp/ 

 

一般財団法人 高雄病院 
 

〒616-8265 
京都市右京区梅ヶ畑畑町 3 
TEL 075-871-0245 FAX 075-861-8340 
E-mail:takao-info@ac.auone-net.jp 
URL:http://www.takao-hospital.jp/ 

 

永原診療会 
永原宏道 

 
〒602-8475 
京都市上京区千本五辻上ル牡丹鉾町 556 
TEL075-461-0764 FAX0 
URL:http://www.nagahara.or.jp/ 

こだわりの逸品 

和洋食彩 楽 膳 
店 主 井福幹雄 

 
〒600-8211 
京都市下京区七条通烏丸東入ル 
真苧屋町 220－3 小串ビル１F 
TEL＆FAX 075-344-8705 

 

特定非営利活動法人 

福祉工房 P＆P 
 

〒612-8058 
京都市伏見区風呂屋町 256-8 桃山サニーハイツ 1F 
TEL075-605-8777 FAX075-605-8777 
URL:http://www.pandp.or.jp/ 

あったかサポートの活動に賛同します。 
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航空宇宙分野から医療分野まで 

株式会社寺内製作所 
代表取締役 山本賀則 

〒612-0042 
京都市伏見区深草芳永町 666 
TEL 075-641-5201 FAX 075-647-2085 
E-mail:yamamoto@terauchi-mfg.co.jp 
URL:http://www.terauchi-mfg.co.jp/ 

 

株式会社テクノエース 
代表取締役 友井川紘一 

 
〒652-0881 
神戸市兵庫区松原通 4丁目 4-21 
TEL 078-652-7385 FAX 078-652-7386 
URL:http://www.technoace.co.jp/ 

 

人と社会に貢献する魅力ある企業を目指して 

朝日レントゲン工業株式会社 
代表取締役社長 中村 通 

 
〒601-8203 
京都市南区久世築山町 376-3 
TEL 075-921-4371 FAX 075-934-3910 
URL:http://www.asahi-xray.co.jp/ 

生命保険代理店経営についての 
ご相談をお待ちしております 

株式会社ウエスト 
代表取締役 奥西智子 

〒662-0812 
兵庫県西宮市甲東園 1丁目 5-30 WESTビル 1F 
TEL 0798-53-4024 FAX 0798-53-4025 
E-mail:info@fp-west.co.jp 
URL:http://www.fp-west.co.jp/ 

 

代理店＆コンサルタント 

有限会社エイ・ピー・アイ 
代表 御厨清則 

 
〒600-8154 
京都市下京区榎木町 306 坂口ビル 2階 
TEL 075-352-2641 FAX 075-352-2642 

 

納品先の信頼を得る「もの」づくりをすることで、

『人の命と未来を支える』企業を目指す 

株式会社紫明精器 
椹木庸弘 

 

〒612-8394 
京都市伏見区下鳥羽西芹川町 14 
TEL 075-604-5900  FAX 075-604-5922 
E-mail:RXK02620＠nifty.ne.jp 

   

山代印刷株式会社 
代表取締役 山代晃義 

 
〒602-0062 
京都市上京区寺之内通小川西入宝鏡院東町 588 
TEL 075-441-8177 FAX 075-441-8179 
E-mail:office@yamashiroprint.co.jp 
URL:http://www.yamashiroprint.co.jp/ 

 

有限会社 
機械・電気設計総合事務所 
エイティープランニング 

青木岩和 

〒529-1313 
滋賀県守山市浮気町 321-16 サンシャインビル 2Ｆ 
TEL 077-536-6406 FAX 077-536-6407 
URL:http://www.e-atp.co.jp/ 

 

フジグリーン 
（冨士鋼業株式会社グリーンセンター事業部） 

代表 柏倉 徹 
〒328-0204 
栃木市梅沢町 678 
TEL 0282-31-2223／0120-730-477 
FAX 0282-31-0065 
E-mail:info@megusurinoki.net 
URL:http://www.megusurinoki.net/ 

 

有限会社 

ケアネットよしだ 
代表取締役 吉田容子 

 
〒615-8286 
京都市西京区松尾神ヶ谷町 5-11 
TEL 075-874-4224 FAX 075-391-8525 

あったかサポートの活動に賛同します。 
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本誌責任編集　笹尾達朗
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第
23
回
参
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
根
拠
の
な
い
景
気
回
復
へ
の
期
待
が
先

走
り
、
各
政
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
争
点
が
回
避
さ
れ
た
。
投
票
率
は

52
・
61
％
と
い
う
３
番
目
の
低
水
準
で
あ
っ
た
。
労
働
と
社
会
保
障
に
係
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
、
安
倍
内
閣
の
下
に
お
け
る
今
後
の
労
働
分
野
の
規
制
緩

和
や
年
金
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
制
度
改
革
の
行
方
が
心
配
だ
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
何
れ
も
こ
の
国
の
冨
の
分
配
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
る
べ

き
だ
が
一
向
に
進
ま
な
い
。
当
法
人
の
秋
期
連
続
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
そ
う
し
た

課
題
に
つ
い
て
社
会
保
険
や
税
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
機
能
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
に
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
実
施
し
て
い
る
労
働
関
連
法
教
育
の
現
場
で
高
校
生
や
大

学
生
に
、「
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
は
職
場
に
あ
る
と
思
う
か
？
」
と
尋
ね
る
と
大

概
「
な
い
」
と
答
え
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
教
育
や
労
働
の
あ
り
方
の
課
題
と

し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
選
挙
戦
の
争
点
に
も
な
ら
な
い
。
こ
の
国
の

労
働
の
現
実
と
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
人
権
や
人
格
権
に
つ
い
て
は
、
さ
な

が
ら
人
権
後
進
国
日
本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
若
者
は
親
や
教
師
か
ら
も
教
え

ら
れ
て
は
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
、
今
年
と
教
育
現
場
か
ら
「
労
働
の
問
題
を
人
権
の
角
度
か

ら
話
を
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
来
て
い
る
。
こ
と
は
事
態
の
深
刻

さ
故
か
或
い
は
人
権
意
識
の
高
ま
り
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
折
り
「
求
職
者
支
援
制
度
」
は
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
人
た

ち
を
社
会
的
に
包
摂
す
る
方
策
の
一
つ
な
の
だ
、
そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

現
場
の
声
が
届
い
た
。
ま
た
時
代
の
変
化
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
険
労

務
士
は
、
誰
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
べ
き
か
、
そ
の
仕
事

や
社
会
的
役
割
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
誌
上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
再

考
を
促
さ
れ
る
思
い
だ
。

　

更
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
大
学
、
そ
し
て
地
方
行
政
機
関
と
そ
の
関
連
団
体
と
の
連
携

や
協
働
の
あ
り
方
が
一
層
問
わ
れ
る
時
代
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
試
金
石
と

な
る
べ
く
当
法
人
と
龍
谷
大
学
と
の
地
域
公
共
人
材
育
成
に
向
け
た
協
定
が
来

年
に
は
最
終
年
度
を
迎
え
る
。
地
域
の
公
共
に
役
立
つ
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、

そ
れ
も
本
年
度
の
課
題
の
一
つ
だ
。
精
進
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■ご相談とお問合せ

特定非営利活動法人　あったかサポート事務局　笹尾達朗（当法人・常務理事）

●お問い合せ時間　平日／10：00～17：00（土・日・祝日は休業）
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
HP  http://attaka-support.org/
E-mail  attaka-support@r6.dion.ne.jp

075-352-2640TEL
FAX 075-352-2646

五条駅

花屋町通

下数珠屋町通 ●下京渉成小学校

七条通

下京年金事務所●

五条通

渉成園
枳穀邸東

本
願
寺

烏
丸
通

東
洞
院
通

間
之
町
通

河
原
町
通

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
５
分

●
京
阪
七
条
駅
か
ら
徒
歩
７
分

京都駅

あったか
サポート
（阪口ビル）

ささおたつろう

図
書

紹
介

フジグリーン（冨士鋼業㈱グリーン開発部）
柏倉　裕（かしわくら　ゆたか）
〒328-0204 栃木県栃木市梅沢司 678
Tel.0282-31-2223 Fax.0282-31-0065
info＠megusurinoki.net
http://www.megusurinoki.net

ホタルの舞う清流と緑に囲まれた栃木の山で、20年間メグスリノキを育てています。農薬は一切使わず
一株一株丹精込めた樹木から作った安全なメグスリノキのお茶は、目の健康にお勧めです。どうぞ毎日の
お茶代わりにお飲み下さい。「あったか情報」を読んだと伝えて頂ければ、送料は無料です。




